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Ⅰ 計画策定の趣旨 

 ○ 本県の人口は、平成 11 年をピークとして減少に転じ、令和元年 6 月に公表された平成 30

年の人口動態統計によれば、出生数は過去最低となっており、少子化による子どもの成長への

影響、地域の活力の低下、超高齢化による社会保障制度における負担増大など、地域社会や経

済への深刻な影響が懸念されています。 

 

○ このような中、本県では、子ども・子育て支援法及び次世代育成支援対策推進法に基づき、

平成 27 年 3 月に「香川県健やか子ども支援計画」（計画期間：平成 27 年度～令和元年度）

を策定し、少子化の流れを変え、次代の担い手となる子どもが健やかに成長することができる

社会を実現するため、子ども・子育て支援施策と次世代育成支援施策を総合的かつ計画的に推

進しています。 

 
○ しかしながら、出生数の減少など少子化の進行や児童虐待対応件数の増加等、子ども・子育

てを取り巻く環境は厳しい状況が続いています。このような状況に対応するためには、これま

での取組みの成果を引き継ぎつつ、子ども・子育て支援施策と次世代育成支援施策を一層推進

する必要があることから、第２期香川県健やか子ども支援計画を策定するものです。 

 

 

Ⅱ 計画の性格 

○ 本計画は、次の法律・条例に基づく３つの計画を「第２期香川県健やか子ども支援計画」と

して、一体のものとして策定するものです。 

 

   ① 子ども・子育て支援法第 62 条第 1 項に基づく「都道府県子ども・子育て支援事業支援

計画」 

・ 子ども・子育て支援新制度の施行に伴い、県内市町の行う子ども・子育て支援事業を

支援するための都道府県としての計画です。 

・ 市町が策定する計画では、その地域の実情に応じて小学校就学前子どもの教育・保育

等の量の見込みと提供体制の確保の内容・実施時期等を定めることとされており、県計

画では、市町の計画における数値を県設定区域ごとに集計したものを基本として、県設

定区域ごとの小学校就学前子どもの教育・保育の量の見込みと提供体制の確保の内容・

実施時期等を定めます。また、県内における小学校就学前子どもの教育・保育の推進方

策や、子ども・子育て支援を担う人材の確保・資質の向上に係る方策等を定め、市町の

事業を支援します。  

 

② 次世代育成支援対策推進法第 9 条に基づく「都道府県行動計画」 

・ 次代の社会を担う子どもの健全な育成を図るための都道府県としての計画です。 

 

   ③ 子育て県かがわ少子化対策推進条例第７条に基づく「少子化対策の推進に関する基本的

な計画」 
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○ 本計画は、本県の総合計画である「人生 100 年時代のフロンティア県・香川」実現計画（令

和３～７年度）」の「安全・安心で住みたくなる香川をつくる『県民 100 万人計画』」のうち

の「子育て支援社会の実現」のための個別計画となっています。 

 

 ○ 本計画は、「健やか香川 21 ヘルスプラン」、「香川県地域福祉支援計画」、「かがわ障害者プ

ラン」、「香川県保健医療計画」、「かがわ男女共同参画プラン」、「かがわ子ども・若者育成支援

ビジョン」、「香川県教育基本計画」、「香川県就学前教育振興指針」、「香川県ひとり親家庭等自

立促進計画」、「香川県社会的養育推進計画」、「香川県子どもの貧困対策推進計画」などとの整

合性を図り、連携を強化するものです。本計画の一部は、母子の健康や生活環境の向上を図る

ための体制の確立や、効果的な母子保健施策の推進に資するための本県母子保健計画であり、

保育所保育指針等を踏まえた本県における保育の質の向上のためのアクションプログラムで

もあります。 

 
 
Ⅲ 計画の期間 

○ 本計画の期間は、令和２年度から令和６年度までの 5 年間とします。 
 
 
Ⅳ 計画の対象 

 ○ 本計画は、これから生まれてくる子どもから、成長して次代を育む親となるまでのすべての

子ども、また、子どもを育成し、または子どもを育成しようとする家庭、そして、子どもと子

育て家庭を取り巻くさまざまな主体（県民、保育所、幼稚園、認定こども園、学校、地域、企

業、関係団体、行政など）を対象とします。なお、「こどもまんなか」の趣旨を踏まえ、子ども

をはじめ、計画の対象であるさまざまな主体の意見の反映に努めます。 

 

 

 



 



 

 

 

 

 

 

 第２   総 論 （計画の背景と基本方向）  

 

Ⅰ 計画策定の背景 

Ⅱ 計画の基本理念、基本目標、基本的視点 

Ⅲ 施策体系 
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Ⅰ 計画策定の背景 

 

１ 子どもの育ち、子育てをめぐる環境  

（１）少子化の進行 

 

① 出生数の減少 

本県の出生数は、1947（昭和 22）年をピークとするいわゆる第１次ベビーブームを過ぎる

と急速に減少しはじめ、その後、昭和 40 年代後半から一時的に増加傾向となり、1973（昭和

48）年には 16,399 人を記録（第２次ベビーブーム）したものの、1974（昭和 49）年からは

再び減少に転じ、1989（平成元）年以降は 1 万人を割って推移しています。 

近年、第 2 次ベビーブーム世代の女性が出産期を迎え、出生数は横ばい傾向にありましたが、

今後は 15 歳～49 歳の女性人口が減少することに伴い、出生数も減少が続くことが予想されま

す。 
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② 子どもの数の減少 

本県の年少人口（0～14 歳）は、昭和 40 年代後半から昭和 50 年代半ばに一時的に増加傾

向を示したものの、その後は減少し、2018（平成 30）年の調査では、1980（昭和 55）年の

約 53.2％に当たる 11 万 8 千人にまで減少しています。 

また、本県の人口は、1999（平成 11）年をピークとして減少に転じ、総人口に占める年少

人口の割合については、1980（昭和 55）年には 22.2％ありましたが、2022（令和４）年は

11.7％と大幅に減少しています。 

本県では、人口減少の問題や、それがもたらす社会・経済活動への影響を踏まえ、「かがわ人口

ビジョン」（令和２年３月改訂）において合計特殊出生率が上昇（2030（令和 12）年に 1.8 程

度、2040（令和 22）年に 2.07 程度）し、かつ、2024（令和６）年以降社会増 1,000 人／

年が継続するとした場合の推計を踏まえ、2060（令和 42）年に人口約 77 万人を維持する目

標を掲げたところであり、この目標の実現の観点からも本計画に基づく各種施策の取組みが求め

られています。 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

333 
314 

278 

219 

201 
214 

222 
215 

185 
162 

148 
140 132 131 130 129 127 122 121 119 118 116 114 112 

11.7

35.2

33.3

30.2

24.4
22.1 22.2 22.2

21.0

18.1

15.7
14.5 13.8 13.4 13.4 13.4 13.3 13.2 12.8 12.7 12.6 12.5 12.3 12.3 12.2

110

0

10

20

30

40

0

50

100

150

200

250

300

350

1950
(S25)

1955
(S30)

1960
(S35)

1965
(S40)

1970
(S45)

1975
(S50)

1980
(S55)

1985
(S60)

1990
(H2)

1995
(H7)

2000
(H12)

2005
(H17)

2010
(H22)

2011
(H23)

2012
(H24)

2013
(H25)

2014
(H26)

2015
(H27)

2016
(H28)

2017
(H29)

2018
(H30)

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

％千人 年少人口の推移（香川県）

0～14歳人口

総人口に対する割合

1950 年～2015 年 総務省「国勢調査」 2011 年～2022 年「香川県人口移動調査」 



- 5 - 
 

 

  

30.2

24.4

22.1

22.2

22.2

21.0

18.1

15.7

14.5 

13.8 

13.3

12.7 

12.1 

11.8 

11.9 

12.6 

13.5 

14.2 

14.5 

14.5 

14.9 

62.3

67.1

68.3

67.2

65.9

65.7

66.5

66.1

64.5 

62.9 

60.9

57.4 

55.8 

55.1 

54.6 

53.5 

51.0 

49.6 

49.6 

50.4

51.4

7.5

8.5

9.5

10.5

11.9

13.3

15.4

18.2

21.0 

23.3 

25.9

29.9 

32.1 

33.1 

33.5 

33.9 

35.4 

36.1 

35.9 

35.1 

33.6 

1960(S35)

1965(S40)

1970(S45)

1975(S50)

1980(S55)

1985(S60)

1990(H 2)

1995(H 7)

2000(H12)

2005(H17)

2010(H22)

2015(H27)

2020(R2)

2025(R7)

2030(R12)

2035(R17)

2040(R22)

2045(R27)

2050(R32)

2055(R37)

2060(R42)

％
年齢（３区分）構成の推移・長期的見通し（香川県）

年少人口

（0～14歳）

生産年齢人口

（15～64歳）

老年人口

（65歳以上）

本県の人口の長期的見通し 

※令和 2 年以降は「本県の人口の長期的見通し」パターン④の計数により作成 
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③ 合計特殊出生率の低下 

2022（令和４）年の本県の合計特殊出生率は 1.45 であり、全国の 1.26 と比べれば高いも

のの、人口を維持する水準とされる 2.07 を大きく割り込んでおり、依然として少子化の進行に

歯止めがかからない状況にあります。 

 
厚生労働省「人口動態統計」 

 
 

 

 

※合計特殊出生率：その年次の 15 歳から 49 歳までの女性の年齢別出生率を合計したもので、１人の女 

性が、仮にその年次の年齢別出生率で一生の間に生むと仮定したときの子ども数

に相当する。 

合計特殊出生率＝ 

 

母親の年齢別出生数 15 歳から 49 歳 

までの合計 
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（２）就学前を中心とした子どもの状況 

 

① 就学前の子どもの人口 

    本県の就学前の子どもの人口は、毎年減少を続け、1３年間で１３,５３０人減少しています。 

 

② 就学前の子どもの状況 

就学前の子どもについては、1 歳までは、家庭で養育されている場合が多く、1～2 歳では、

保育所等を利用している割合が増え、3 歳以降は、幼稚園・保育所等に在園・入所する児童がほ

とんどとなります。（統計には、地域型保育事業を含みます。以下同。） 

 

人口：「香川県人口移動調査」（各年 10 月 1 日現在） 

保育所等入所児童数：香川県子ども家庭課（各年 10 月 1 日現在） 

※保育所等：保育所、認定こども園、地域型保育事業 
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3-5歳人口と幼稚園等在園者数・率、保育所等入所児童数・率（香川県）

3-5歳人口 幼稚園等在園者数 保育所等入所児童数

率(幼稚園) 率（保育所）

人口：「香川県人口移動調査」（各年 10 月 1 日現在） 

保育所等入所児童数：香川県子ども家庭課（各年 10 月 1 日現在） 

幼稚園等在園者数：「香川県学校基本調査報告書」（各年 5 月 1 日現在） 

※保育所等：保育所、認定こども園、地域型保育事業 

※認定こども園の 2 号認定こどもは保育所等入所児童に含み、1 号認定

こどもは幼稚園等在園者数に含む 

人口：「香川県人口移動調査」（各年 10 月 1 日現在） 

保育所等入所児童数：香川県子ども家庭課（各年 10 月 1 日現在） 

※保育所等：保育所、認定こども園、地域型保育事業 
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③ 保育所等、放課後児童クラブの利用状況 

○ 保育所等の利用状況 

保育所等への利用申込児童数及び利用児童数は、共働き世帯の増加等により増加傾向にあり

ます。 

特に、子ども・子育て支援新制度が開始された平成 27 年度は、保育施設の利用対象となる

児童が拡大されたことから、利用申込児童数が大幅に増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香川県の保育所等利用待機児童数は、平成 27 年度以降、年度途中（10 月 1 日）だけで

なく、年度当初（4 月 1 日）にも発生しています。 

保育所等利用待機児童数の推移（香川県） 

年度 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 

4月1日

現在 
0 0 0 0 0 0 0 129 324 227 108 182 64 29 19 

10 月 1

日現在 
65 68 55 17 30 16 34 407 519 377 314 313 220 166 173 

 
 

香川県子ども家庭課（各年 10 月 1 日現在） 
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保育所等における利用申込児童数及び利用児童数の推移（香川県）

保育所等利用申込児童数 保育所等利用児童数
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○ 放課後児童クラブの登録児童数 

放課後等に子どもが安心して活動できる場を確保し、その健全な育成を図るため、昼間、労

働等により保護者が家庭にいない小学生の居場所となる放課後児童クラブの登録児童数は、小

学校児童数が減少する中で増加傾向にあります。 
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年度

小学校児童数と放課後児童クラブの登録児童数（香川県）

小学校児童数 放課後児童クラブ登録児童数

小学校児童数：「香川県学校基本調査報告書」（各年 5 月 1 日現在） 

放課後児童クラブ登録児童数：香川県子ども家庭課（各年 5 月１日現在） 
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（３）少子化の要因 

 少子化の直接の要因は、晩婚化の進行、未婚率の上昇、初産年齢の上昇、夫婦の出生子ども数の

減少が考えられます。 

 

① 晩婚化・晩産化の進行と未婚率の上昇 

   ○ 晩婚化・晩産化の進行  

平均初婚年齢は年々上昇しており、全国と同様に晩婚化が進んでいますが、近年は横ばい傾

向にあります。 

また、出生したときの母親の平均年齢をみると、全国に比べると低い水準ですが、第１子・

第２子・第３子については緩やかな上昇傾向にあり、2022（令和４）年では第 1 子が 30.2

歳、第 2 子が 32.2 歳、第 3 子が 33.4 歳となっています。 
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○ 未婚率の上昇 

     本県の年齢階級別未婚率について、1985（昭和 60）年から 2020（令和２）年の推移を

みると、男性は 30 歳代前半、女性は 20 歳代後半から 30 歳代前半で大きく上昇していま

す。 
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○ 未婚者の生涯の結婚意思 

全国調査である第 16 回出生動向基本調査では、「いずれ結婚するつもり」と回答した未婚男性

は 81.4％、未婚女性は 84.3％となっています。 

 
 

生涯の結婚意思 男 性 女 性 

いずれ結婚するつもり 1,654 人 81.4% 1,731 人 84.3% 

一生結婚するつもりはない 351 人 17.3% 300 人 14.6% 

不 詳 28 人 1.4% 22 人 1.1% 

総 数 2,033 人 100.0% 2,053 人 100.0% 

   注：対象は 18～34 歳の未婚者 

国立社会保障・人口問題研究所「第 16 回出生動向基本調査」（2021 年） 

 

 
○ 独身にとどまっている理由 

結婚意思のある未婚者（25～34 歳）が独身にとどまっている理由としては、男女共に「適当な

相手にめぐり会わない」が最も多く、男性 43.3％、女性 48.1%となっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立社会保障・人口問題研究所「第 16 回出生動向基本調査」（2021 年） 

未婚者の生涯の結婚意思（全国） 
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男性

女性

「独身にとどまっている理由」の選択割合（25歳～34 歳）（全国） ％ 
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8.2 
5.0 

8.9 
6.7 

11.5 
9.4 

15.8 
23.0 

17.4 
23.9 

40.4 
52.6 

5.9 
6.0 
8.1 
7.3 

10.0 
11.3 

15.2 

17.6 
16.4 

23.5 
39.8 

56.3 
0 20 40 60 80

自分や夫婦の生活を大切にしたいから

子どもがのびのび育つ社会環境ではないから

夫が望まないから

末子が夫の定年退職までに成人してほしいから

夫の家事・育児への協力が得られないから

家が狭いから

自分の仕事(勤めや家業）に差し支えるから

これ以上、育児の心理的、肉体的負担に耐えられないから

健康上の理由から

ほしいけれどもできないから

高年齢で生むのはいやだから

子育てや教育にお金がかかりすぎるから

％理想の子ども数を持たない理由（全国）

2015年(H27)
2021年(R3)

② 夫婦の出生子ども数の減少 

夫婦にたずねた理想的な子ども数（平均理想子ども数）は低下する傾向にあり、2021（令

和 3）年は調査開始以降最も低い 2.25 人となっています。また、夫婦が実際に持つつもりの

子ども数（平均予定子ども数）や現存子ども数も、1977（昭和 52）年以降、漸減傾向が続い

ています。 

理想の子ども数を持たない理由として、最も多いのが「子育てや教育にお金がかかりすぎる

から」（52.6％）、次いで、「高年齢で生むのはいやだから」（40.4％）、「ほしいけれどもできな

いから」（23.9％）の順になっています。 

 

 
 
 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

2.61 2.62 
2.67 2.64 

2.53 2.56 
2.48 

2.42 

2.32 
2.25 

2.17 2.20 2.23 
2.18 2.16 2.13 2.11 

2.07 
2.01 2.01 

1.85 1.88 
1.93 

1.86 1.84 
1.78 1.77 

1.71 1.68 
1.5

2.0

2.5

3.0

1977
(S52)

1982
(S57)

1987
(S62)

1992
(H4)

1997
(H9)

2002
(H14)

2005
(H17)

2010
(H22)

2015
(H27)

2021
(R3)

人
平均理想子ども数と平均予定子ども数の推移（全国）

平均理想子ども数

平均予定子ども数

現存子ども数

国立社会保障・人口問題研究所「出生動向基本調査」 

国立社会保障・人口問題研究所「第 15 回出生動向基本調査」（2015 年） 

              「第 16 回出生動向基本調査」（2021 年） 

※2021(R3)の「現存子ども数」については、作成時点で未公表 
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22.3%

24.5%

16.8%

28.2%

4.8%

3.4%

25.4%

27.6%

18.7%

21.4%

4.1%

2.9%

29.7%

29.3%

18.1%

17.1%

4.4%

1.4%

0% 20% 40% 60%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

わからない

無回答

結婚は個人の自由であるから、結婚しなくてもよい（香川県）

平成24年度

平成29年度

令和４年度

43.1%

31.7%

7.3%

14.6%

3.3%

0.0%

45.3%

29.9%

5.1%

12.0%

6.8%

0.9%

63.5%

22.4%

5.9%

7.1%

1.2%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

わからない

無回答

（香川県、20～29歳）

平成24年度

平成29年度

令和４年度

35.9%

32.3%

11.2%

15.2%

5.4%

0.0%

44.1%

32.3%

11.3%

10.3%

1.0%

1.0%

59.1%

24.1%

9.5%

3.6%

2.9%

0.7%

0% 20% 40% 60%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

わからない

無回答

（香川県、30～39歳）

平成24年度

平成29年度

令和４年度

③ 結婚や出産についての意識  

 ○「結婚は個人の自由であるから、結婚しなくてもよい」に対する考えについて 

令和 4 年度県政世論調査では、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた【思

う】の割合が 59.0％となっており、「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」を

合わせた【思わない】（35.2％）を 23.8 ポイント上回っています。また、令和４年度調査の

【思う】（59.0％）は、平成 29 年度調査の【思う】（53.0％）と比べ 6.0 ポイント増加して

います。 

年齢別にみると、令和 4 年度調査での「20～29 歳」の【思う】は 85.9％と 8 割を超えて

おり、平成 2９年度調査（75.2％）と比べ 10.7 ポイント増加しています。また、令和 4 年

度調査での「30～39 歳」の【思う】は 83.2％と 8 割を超え、平成 29 年度調査（76.4％）

と比べ 6.8 ポイント増加しています。 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 

  

「県政世論調査」 
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38.2%

32.5%

12.2%

14.6%

1.6%

0.8%

43.6%

29.9%

8.5%

12.0%

3.4%

2.6%

58.8%

24.7%

10.6%

4.7%

1.2%

0.0%

0% 20% 40% 60%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

わからない

無回答

（香川県、20～29歳）

平成24年度

平成29年度

令和４年度

31.8%

26.5%

17.0%

18.8%

5.4%

0.4%

45.1%

26.2%

9.7%

16.9%

1.5%

0.5%

56.2%

25.5%

6.6%

5.8%

5.1%

0.7%

0% 20% 40% 60%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

わからない

無回答

（香川県、30～39歳）

平成24年度

平成29年度

令和４年度

17.8%

17.4%

19.9%

35.7%

5.1%

4.0%

22.5%

23.6%

19.6%

26.7%

4.2%

3.4%

25.3%

26.6%

19.3%

21.4%

5.5%

1.9%

0% 20% 40% 60%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

わからない

無回答

結婚しても、必ずしも子どもを持つ必要はない（香川県）

平成24年度

平成29年度

令和４年度

○「結婚しても、必ずしも子どもを持つ必要はない」に対する考えについて 

令和 4 年度県政世論調査では、「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」を合

わせた【思わない】の割合が 40.7％となっており、「そう思う」と「どちらかといえばそう思

う」を合わせた【思う】（51.9％）を 11.2 ポイント下回っています。また、令和 4 年度調査

の【思わない】（40.7％）は、平成 29 年度調査の【思わない】（46.3％）と比べ 5.6 ポイン

ト減少しています。 

年齢別にみると、令和 4 年度調査での「20～29 歳」の【思う】は 83.5％と 8 割を超えて

おり、平成 29 年度調査（73.5％）と比べ 10.0 ポイント増加しています。また、令和 4 年

度調査での「30～39歳」の【思う】は81.7％と8割を超えており、平成29年度調査（71.3％）

と比べ 10.4 ポイント増加しています。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「県政世論調査」 
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74.5 

71.1 

67.5 

62.5 

58.8 

56.1 

56.4 

1.2 

1.1 

1.0 

0.8 

0.7 

0.7 

0.5 

10.9 

10.2 

9.9 

6.9 

5.5 

4.4 

3.2 

8.1 

11.5 

15.2 

24.7 

30.4 

34.0 

34.5 

5.2 

6.1 

6.4 

5.1 

4.6 

4.8 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2020

（R2）

2015

（H27）

2010

（H22）

2000

（H12）

1995

（H7）

1985

（S60）

1975

（S50）

18歳未満の子どもがいる世帯の家族構成の推移（香川県）

両親と子どもの世帯 父子世帯 母子世帯 三世代世帯 その他の世帯

（４）家庭や地域の子育て環境の変化 

   

① 核家族化の進行 

  一世帯当たりの世帯員数は、夫婦のみの世帯や単独世帯の増加により年々減少しており、

2020（令和 2）年には 2.33 人となっています。 

また、18 歳未満の子どもがいる世帯に占める三世代同居の割合も減少し、両親と子どもの核

家族世帯が増加しています。また、ひとり親家庭（父子世帯・母子世帯）も増加傾向にあります。 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

  

  

 

  
総務省「国勢調査」 
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50.9 

36.7 

37.8 

34.1 

23.6 

21.3 

20.6 

14.5 

1.5 

1.5 

48.0 

40.2 

32.6 

37.7 

26.0 

19.4 

18.3 

14.3 

1.3 

2.7 

51.6

33.7

36.8

37.6

23.5

19.8

20.6

15.9

1.0

3.5 

0.0 20.0 40.0 60.0

親などに急用があるときに、

子どもを一時的に預かること

子どもが危険なことや

いたずらしたら注意すること

子育てに関する相談にのること

いじめを見たら注意したり、通報すること

子どもや妊婦、乳幼児を連れた保護者に

配慮して交通ルール・マナー等を守ること

子ども会活動などでスポーツや

遊びの指導をすること

保育所、幼稚園や学校の保育・教育

活動への参加や協力をすること

不要となった絵本や玩具などを

譲ったり貸し出すこと

その他

わからない

平成24年度

平成29年度

令和４年度

(%)

十分である 2.1%

どちらかといえば

十分である

14.4%

どちらかといえば

不十分である

23.8%

不十分である

14.1%

わからない

40.5%

無回答

5.1%

  ② 子育てに関して地域での支えを期待することについて 

令和 4 年度県政世論調査では「子育ち・子育てを支える社会をめざしていくために地域での充

実を期待すること」について、「親などに急用があるときに、子どもを一時的に預かること」、「い

じめを見たら注意したり、通報したりすること」、「子育てに関する相談にのること」の順に多く、

子育てについて、地域の支えを期待していることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 子育てについて困ったときに相談したり支えあう体制について 

令和 4 年度県政世論調査では子育てについて困ったときに相談したり支えあう体制について、

「不十分である」と「どちらかといえば不十分である」を合わせた【不十分】の割合が 37.9％

となっており、「十分である」と「どちらかといえば十分である」を合わせた【十分】（16.5％）

を 21.4 ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

「県政世論調査」 

子育ち・子育てを支える社会をめざしていくために地域での充実を期待すること 

「県政世論調査」 
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70.0
75.8 77.3

72.2

66.7

42.9

21.2

13.0 

69.6 

78.9 
72.4 76.7 81.9 

80.1 
79.6 

72.0 

55.1 

18.2 11.2

71.9
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83.6 84.2

78.7
75.6

64.3

17.9

0

10
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80

90

15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～

％

歳

女性の年齢階級別有業率の推移（香川県）

平成9年

平成29年

令和4年

（５）仕事と子育てをめぐる環境の変化 

① 女性の就労状況 

女性の高学歴化や就業意識の高まりなどを背景として、女性の社会進出が進み、共働き家庭が

より一般化してきています。本県の女性の有業率（15 歳以上人口に占める有業者の割合）を年

代別にみると、いわゆる「M 字カーブ」を描いているものの、令和４年は、M 字の底（30～39

歳）での有業率は上昇し、以前と比べて「M 字カーブ」は改善傾向がみられます。 

     

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

② 女性に偏る育児時間 

総務省の「社会生活基本調査」によると、家事関連時間は平成 8 年度から大きく変わらず、全

国・本県ともに 2 時間程度であり、令和３年度の本県の男女を比較すると、男性は５６分と平成

28 年度から１６分増加したものの、女性は 206 分となっており、女性は男性の３.７倍の時間

を家事などに従事しています。 

 

総務省「社会生活基本調査」 
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130 

121 124 126
137 

126 

133 

28 31 33 45 40 56 

204 209 212 221 206 206 

0

50

100

150

200

H8年度 H13年度 H18年度 H23年度 H28年度 R3年度

時間(分）
家事関連時間（全国・香川県）

全国 香川県 香川県(男) 香川県(女)

総務省「就業構造基本調査」 
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41.7 

44.1 

28.7 

27.3 

28.7 

22.1 

20.4 

20.3 

17.4 

14.5 

6.1 

39.5 

38.7 

32.5 

30.6 

25.3 

24.2 

21.1 

20.8 

16.5 

15.0 

4.9 

43.3 

39.5 

32.6 

27.4 

19.5 

19.2 

21.5 

15.1 

16.1 

14.8 

14.3 

4.9 

0.0 20.0 40.0 60.0

短時間勤務制度、フレックスタイム制、始業・終業時刻の

繰り上げ・繰り下げなど、弾力的な勤務形態の導入

延長保育、一時預かり、休日保育、病児・病後児

保育など、多様な保育サービスの提供

育児休業給付金の増額など、育児休業中の経済的支援

医療費助成や児童手当など、経済的支援の充実

職業能力開発、相談・情報提供など、出産・子育てのため

に退職した者への再就職支援

保育料など、各種制度利用に対する費用負担の軽減措置

事業所での代替要員の確保、職場復帰への支援の充実

事業所内託児施設の設置

育児休業期間の延長など、育児休業制度の充実

職場優先の企業風土の是正

テレワークなどの柔軟な働き方の導入

ファミリー・サポート・センターの設置

育児をしながら働き続けるために必要だと思う条件・制度（3つまで)

平成24年度

平成29年度

令和４年度

(%)

③ 育児をしながら働き続けるために必要だと思う条件・制度 

令和 4 年度県政世論調査では、「短時間勤務制度、フレックスタイム制、始業・終業時刻の繰

り上げ・繰り下げなど、弾力的な勤務形態の導入」が 43.3％と最も高く、これに「延長保育、

一時預かり、休日保育、病児・病後児保育など、多様な保育サービスの提供」が 39.5％、「育児

休業給付金の増額など、育児休業中の経済的支援」が 32.6%、「医療費助成や児童手当など、経

済的支援の充実」が 27.4%、「事業所での代替要員の確保、職場復帰への支援の充実」が 21.5％

で続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

④ 女性の就業と出産 

2010～14 年と 2015～19 年を比較すると、女性の育児休業制度の利用が増え、出産前後

で就業継続している女性の割合は増加し、出産を機に退職する女性の割合は減少しています。 

 

42.6%

31.6%

21.1%

15.3%

11.2%

8.1%

11.2%

10.8%

10.2%

12.2%

13.0%

16.3%

23.6%

31.1%

40.8%

40.3%

39.3%

37.7%

17.4%

21.2%

22.3%

26.9%

31.3%

33.6%

5.2%

5.2%

5.6%

5.3%

5.2%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2015～19年

2010～14年

2005～09年

2000～04年

1995～99年

1990～94年

子
ど
も
の
出
生
年

子どもの出生年別、第１子出産前後の就業経歴の構成(全国）

就業継続（育休利用） 就業継続（育休なし） 出産退職 妊娠前から無職 不詳

「県政世論調査」 

国立社会保障・人口問題研究所「第 16 回出生動向基本調査」(2021 年) 
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62.0 

58.4 

45.3 

33.9 

27.3 

22.4 

9.2 

5.3 

5.0 

3.9 

5.2 

4.8 

66.4 

59.1 

42.9 

29.6 

23.3 

14.7 

9.2 

4.1 

6.4 

4.9 

5.8 

2.8 

61.3 

57.9 

40.8 

32.1 

33.1 

17.5 

8.5 

7.3 

5.2 

3.6 

4.5 

2.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

男女とも初婚年齢が高くなり、未婚も増えているから

子育てのための経済的負担が大きいから

保育施設や育児休業などの子育てと仕事を

両立させる社会的仕組みが整っていないから

子育てより自分自身の生活を充実させたいから

出産や育児のための精神的、肉体的負担が大きいから

子どもの将来を不安に思うから

子どもは少なく生んで、大事に育てたいから

子どもを生む必要性を感じなくなったから

住まいが狭い、居住費が高いなど住宅事情が悪いから

遊び場の不足など子どもを取り巻く生活環境が悪いから

その他

わからない

出生率の低下の原因(3つまで)(香川県)

平成24年度

平成29年度

令和４年度

(%)

⑤ 子育てに係る経済的負担 

令和 4 年度県政世論調査の「出生率の低下の原因」に関する設問では、「子育てのための経済

的負担が大きいから」が 6 割近くで 2 番目に多い回答となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「県政世論調査」 
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（６）出産等をめぐる現状 

① 母子保健対策 

本県の乳児死亡率は、令和３年は全国平均を上回ったものの、おおむね全国平均を下回って推

移しています。 

また、出産年齢の高年齢化等による低出生体重児の増加や不妊治療による複産の増加の可能性

など、周産期（妊娠満 22 週～生後 1 週未満）における医療の重要性が増大しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低出生体重児の推移（香川県） 

 出生数 

  低出生体重児(2,500g 未満) 

計 
低出生体重児(狭義) 

1,500～2,500g 未満 

極低出生体重児 

1,000～1,500g 未満 

超低出生体重児 

1,000g 未満 

出生数 構成比(%) 出生数 構成比(%) 出生数 構成比(%) 出生数 構成比(%) 

昭和

55 
12,993 627 4.8 579 4.5 34 0.3 14 0.1 

60 11,529 566 4.9 513 4.4 39 0.3 14 0.1 

平成 2 9,555 615 6.4 559 5.9 38 0.4 18 0.2 

7 9,301 645 6.9 586 6.3 47 0.5 12 0.1 

12 9,808 810 8.3 740 7.5 57 0.6 13 0.1 

17 8,686 782 9.0 727 8.4 31 0.4 24 0.3 

22 8,397 789 9.4 726 8.6 42 0.5 21 0.3 

23 8,311 703 8.5 653 7.9 25 0.3 25 0.3 

24 8,161 757 9.3 710 8.7 29 0.4 18 0.2 

25 8,059 672 8.3 603 7.5 46 0.6 23 0.3 

26 7,745 691 8.9 643 8.3 30 0.4 18 0.2 

27 7,719 703 9.1 640 8.3 36 0.5 27 0.3 

28 7,510 683 9.1 622 8.3 42 0.6 19 0.3 

29 7,387 633 8.6 597 8.1 23 0.3 13 0.2 

30 6,899 623 9.0 562 8.1 36 0.5 25 0.4 

令和 1 6,631 611 9.2 563 8.5 31 0.5 17 0.3 

2 6,179 555 9.0 499 8.1 35 0.6 21 0.3 

3 6,223 592 9.5 545 8.8 32 0.5 15 0.2 

4 5,802 503 8.7 459 7.9 25 0.4 19 0.3 

厚生労働省「人口動態統計」 
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年 

厚生労働省「人口動態統計」 
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（７）子どもを取り巻く状況 

 

① 少年非行犯罪件数の推移 

平成 6 年からの推移をみると、平成 10 年までは増加傾向にありましたが、その後減少傾向に

転じ、令和４年では犯罪少年１６２人、触法少年６５人、ぐ犯少年 0 人となっています。 

 

 

犯罪少年：罪を犯した 14 歳以上 20 歳未満の少年 

触法少年：14 歳未満の少年で刑罰法令に触れる行為をした少年 

ぐ犯少年：保護者の正当な監護に服さないなど、その性格または環境に照らして、将来罪を

犯し、または、刑罰法令に触れる行為をするおそれのある少年 

 

  

1 0 0 1 2 3 1 5 6 13 13 5 5 6 11 16 6 6 10 2 3 2 1 0 0 0 1 0 0

251 
322 293 

404 
543 508 456 

332 359 354 354 325 277 300 334 358 359
271 254

188 178 152 108 101 102 62 42 36 65

995 
919 

1,064 

1,344 

1,701 

1,527 

1,267 

1,341 

1,461 

1,496 

1,394 

1,129 

1,051 

936

754 894 
826 

746 

598 

533 524

414
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人

年

非行少年の年次別推移（香川県）

犯罪少年

触法少年

ぐ犯少年

香川県警察本部 
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② スマートフォン等の利用状況 

スマートフォン等を利用している児童生徒の利用に当たっての悩みや心配事は、全校種で「視

力の低下が気になる」が最も高く、次いで、「寝不足」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

香川県教育委員会「令和 4年度スマートフォン等の利用に関する調査」 
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実父

502件

43.6%

養・継父

141件

12.2%

実母

470件

40.8％

養・継母

8件

0.7％

その他

31件

2.7％

主たる虐待者の状況（香川県）

実父 養・継父 実母 養・継母 その他

就学前

515件

44.7％

小学生

384件

33.3％

中学生以上

253件

22.0％

年齢別児童虐待対応件数（香川県）

就学前 小学生 中学生以上

③ 児童虐待・社会的養育 

○ 児童虐待対応件数 

本県の児童相談所における児童虐待対応件数は、平成３０年度に過去最多となり、令和 3 年

度は 1,０３7 件とやや減少したものの、平成 29 年度以降、毎年度 1,000 件を超える高い水

準で推移していることから、社会全体で解決すべき重要な課題です。 

 

 

虐待者は平成 26 年度以降、父親による件数が母親を上回っています。これは子どもの面前で

のドメスティック・バイオレンス（配偶者等からの暴力）による通告の増加が一因と考えられま

す。また、虐待を受けた子どもの年齢は、令和 4 年度は０歳から就学前が約４割、小学生が約３

割、中学生以上が約２割となっています。 
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○ 登録里親数 

登録里親の高齢化などを理由に登録消除となるケースもあるものの、里親啓発活動等を行って
おり、登録里親数は増加しています。 

 
 
 
○ 里親委託児童数と里親等委託率 
 里親委託児童数、里親等委託率のいずれも 10 年前に比べると増加していますが、近年は横
ばいで推移しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※里親等委託率：児童養護施設・乳児院への入所児童数及び里親・ファミリーホームへの委
託児童数の合計に占める、里親・ファミリーホームへの委託児童数の割合 

 

香川県子ども家庭課 
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子どもの貧困率：17 歳以下の子ども全体に占める貧困線（等価可処分所得（世帯の可処分所得を 

        世帯員数の平方根で割って調整した所得）の中央値の半分の額）に満たない 

17 歳以下の子どもの割合 

相対的貧困率 ：等価可処分所得が貧困線に満たない世帯員の割合 

○ ひとり親家庭の状況 

ひとり親家庭のうち、父子世帯は近年横ばい傾向にあるものの、母子世帯については、  

令和２年は減少しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 子どもの貧困 

厚生労働省の「国民生活基礎調査」では、平成３０年の日本の子どもの貧困率は 13.５％と

なっており、およそ 7 人に 1 人の子どもが平均的な生活水準の半分以下で暮らしているとさ

れています。 
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２ これまでの少子化対策等 

（１）国におけるこれまでの取組み 

平成 6 年 12 月 

 

 

平成 11 年 12 月 

 

 

平成 14 年 9 月 

平成 15 年 7 月 

平成 16 年 6 月 

平成 16 年 12 月 

 

平成 22 年 1 月 

平成 24 年 8 月 

 

平成 26 年 4 月 

平成 27 年 3 月 

平成 28 年 4 月 

 

平成 29 年 6 月 

令和元年１０月 

令和２年５月 

令和３年５月 

令和４年６月 

 

令和５年４月 

令和５年６月 

○「今後の子育て支援のための施策の基本的方向について」（エンゼルプラン）

の策定（平成 7～11 年度） 

○「緊急保育対策等 5 か年事業」の策定（平成 7～11 年度） 

○「少子化対策推進基本方針」の策定 

○「重点的に推進すべき少子化対策の具体的実施計画について」（新エンゼル

プラン）の策定（平成 12～16 年度） 

○「少子化対策プラスワン」の策定 

○「少子化社会対策基本法」、「次世代育成支援対策推進法」の成立 

○「少子化社会対策大綱」の策定 

○「少子化社会対策大綱に基づく具体的実施計画について」（子ども・子育て

応援プラン）の策定（平成 17～21 年度） 

○「子ども・子育てビジョン」（少子化社会対策基本法に基づく大綱）の策定 

○子ども・子育て関連三法（「子ども・子育て支援法」、「認定こども園法改正

法」、「関係法律整備法」）の成立 

○「次世代育成支援対策推進法」等の一部を改正する法律による改正 

○新たな「少子化社会対策大綱」の策定 

○「子ども・子育て支援法」の改正（仕事・子育て両立支援事業（企業主導型

保育事業等）の創設） 

○「子育て安心プラン」の策定 

○「子ども・子育て支援法」の改正（幼児教育・保育の無償化の実施） 

〇新たな「少子化社会対策大綱」の策定 

〇「子ども・子育て支援法及び児童手当法」の一部を改正する法律による改正 

〇「こども家庭庁設置法」、「こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備

に関する法律」、「こども基本法」の成立 

〇こども家庭庁発足 

〇「こども未来戦略方針」の策定 

 

（２）県におけるこれまでの取組み 

平成 9 年 3 月 

 

平成 13 年 3 月 

 

平成 17 年 3 月 

平成 22 年 3 月 

平成 27 年 3 月 

平成 30 年３月 

令和２年３月 

令和５年３月 

○「香川県子育て支援計画」（かがわいきいきエンゼルプラン）の策定（平成 9

～12 年度） 

○「新香川県子育て支援計画」（かがわエンゼルプラン 21）の策定（平成 13

～17 年度） 

○「香川県次世代育成支援行動計画」の策定（平成 17～21 年度） 

○「香川県次世代育成支援行動計画・後期計画」の策定（平成 22～26 年度） 

○「香川県健やか子ども支援計画」の策定（平成 27～31 年度） 

○「香川県健やか子ども支援計画」の見直し 

〇「第２期香川県健やか子ども支援計画」の策定（令和 2～６年度） 

○「第２期香川県健やか子ども支援計画」の見直し 
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Ⅱ 計画の基本理念、基本目標、基本的視点 

 

１ 基本理念 

子どもは社会の希望であり、未来をつくる無限の可能性を秘めている輝かしい存在です。 

  子育てとは、子どもに限りない愛情を注ぎ、子どもの成長する姿に感動し、親も親として成長

していくという大きな喜びと生きがいをもたらすものであり、また、このことによって、子ども

は家族との絆を形成していきます。 

  子育ての第一義的責任は父母などの保護者にあり、家庭は、人に対する信頼感や倫理観、自立

心、社会的マナーなどの基本的な事項を子どもが身につける教育の出発点です。 

 

しかし、近年、急速な少子化の進行や核家族化、地域とのつながりの希薄化など、子育て家庭

を取り巻く環境の変化に伴い、子育てを家庭だけにとどめず、子どもと子育て家庭を社会全体で

支え、次代を担うすべての子どもが心身ともに健やかに成長することができる環境づくりが、以

前にも増して必要となっています。そしてそれは、未来への投資であり、香川の未来をつくるこ

とです。 

 

 子ども・子育て支援の主体は子どもであり、子どもたちがこれからの新しい時代を担いたくま

しく生きていくために、心身ともに健やかに育ち、自立する心と生きる力を育むことが大切です。 

 

子育て支援は、保護者の育児を肩代わりするものではありません。親自身が持っている子育て

できる力を存分に発揮できるよう支援することにより、親が親として成長し、より良い親子関係

が築かれ、乳幼児期にしっかりとした愛着が形成されることにより、子どものより良い育ちの実

現につながります。 

 父母などの保護者が子育ての悩みを一人で抱え込まないよう、不安や孤立感などを和らげるこ

とを通じて、自己肯定感を持ちながら子どもとしっかりと向き合える環境を整えることで、保護

者が子育てや子どもの成長に喜びや生きがいを感じることができるよう支援することが必要で

す。 

 

 そのためには、家庭、保育所、幼稚園、認定こども園、学校、地域、企業、行政その他の社会

のあらゆる分野におけるすべての構成員が、少子化と子ども・子育て支援を自らの問題と捉え、

それぞれの役割を自覚し、行動することが大切です。 

 家庭は父母などの保護者が協力して子どもと向き合い、愛情を注いで子どもを育てること、保

育所、幼稚園、認定こども園等は一人ひとりの子どもを理解し、子どもの育ちを見守り生涯にわ

たる基礎を培うこと、学校は確かな学力、豊かな心、健やかな体を育み、生きる力を培うこと、

地域はそれぞれ関係者と連携してあたたかな目で子どもと子育て家庭を応援し育むこと、企業や

職場は子育て家庭で父母などの保護者が協力して家事や育児を行えるよう雇用環境の整備や職

場の雰囲気づくりに努めること、行政は総合的・計画的に具体的な施策を推進することなど、そ

れぞれの役割を果たすとともに、連携して「次代を担う子どもたちを安心して生み、健やかに育

てることができる環境」を整えることが必要です。 
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２ 基本目標 

 

 

 

 

 

 

 

３ 基本的視点 

  

  基本理念の下、基本目標を達成するため、本計画の推進に当たっては次の３つの視点で具体

的な施策の展開を図っていきます。  

 

 

 

 

 

支援の対象は、すべての子どもです。すべての子どもが心身ともに健やかに成長すると

ともに、どうすることが子どもの成長と幸せにつながるかという視点のもとに支援を行い

ます。 

 

 

 

 

 

父母などの保護者が子育ての第一義的な責任を有していることを前提に子育て支援を

行うとともに、保護者が自己肯定感を持ちながら子どもとしっかりと向き合って、喜びを

感じながら子育てできるような支援に取り組みます。 

 

 

 

 

 

次代を担う子どもたちが健やかに育つ環境づくりは未来への投資であり、社会全体で子

どもと子育てを支えるという視点のもとに支援を行います。社会の構成員が、少子化の現

実と子ども・子育てへの支援を自らの問題と捉え、関係者と連携してそれぞれの役割を果

たすことで、子育てする保護者の不安や悩み、孤立感を和らげ、子どものより良い成長の

実現に取り組みます。 

 

 

 

１ 子どもに視点を置いて、子どもの健やかな成長と幸せにつながるように取り

組みます。 

２ 父母などの保護者が子育てに対して責任を持ち、子育てする力を発揮できる

子育て支援に取り組みます。 

３ 次代を担う子どもと子育て家庭を社会全体で支援するよう取り組みます。 

夢と仲間を持って、次代を担う子どもたちを安心して生み、健やかに育てることが

できるかがわづくり 
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Ⅲ 施策体系 

 

大項目 項   目 

Ⅰ 経済的負担の軽減 
１ 子育てに伴う経済的負担の軽減  

２ 妊娠期からの支援  

Ⅱ 子育て拠点の充実 

１ 妊娠期からの切れ目ない相談・支援体制の構築 

２ 小児・母子医療体制の充実 

３ 就学前の教育・保育の充実 

４ 子育て家庭のニーズを踏まえた量の見込みと確保方策 

５ 地域における子ども・子育て支援の充実 

６ 放課後児童クラブなどの放課後児童対策の推進 

７ 子ども・子育てに関する相談・援助体制の充実 

８ 子ども・子育て支援を担う人材の確保 

９ 従事者の資質向上 

10 児童虐待防止対策の充実 

11 社会的養育の充実 

12 障害児施策の充実 

Ⅲ みんなで子育て 

１ 社会全体で子どもを育む機運の醸成 

２ 仕事と家庭生活の両立支援 

３ 結婚を希望する男女の応援 

４ 妊娠・出産の希望をかなえる支援 

５ ひとり親家庭等の自立支援の推進 

６ 子どもの貧困対策の推進 

７ 子どもを健やかに育てるための健康づくりの推進 

８ 子どもや子育て家庭にやさしく安全なまちづくり 

９ 確かな学力と豊かな人間性を育てる学校教育の推進 

10 家庭や地域との連携による教育力の向上 

11 子どもの安全を確保するための活動の推進 

12 子どもを取り巻く有害環境対策の推進 

13 ネット・ゲーム依存対策の推進 



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 第３   各 論   

 

Ⅰ 経済的負担の軽減 

Ⅱ 子育て拠点の充実 

Ⅲ みんなで子育て 
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≪課 題≫ 

〇 本県の出生数は、平成元（1989）年以降１万人を割って推移し、令和４（2022）年は 5,802

人となっています。また、合計特殊出生率は 1.45 と、人口を維持する水準とされる 2.07 を大き

く割り込んでおり、少子化の進行に歯止めがかからない状況にあります。 

〇 出生率の低下の原因として、子育てのための経済的負担が大きいことを、また、育児をしながら

働き続けるために必要だと思う条件・制度として、児童手当など経済的支援の充実や保育料などの

負担の軽減を挙げる声が多くなっています。 

○ 子育てや教育に伴う経済的な負担が、理想の人数の子どもを持たない理由となっています。 

○ 不妊や不育症に関する相談が多く寄せられており、悩みを抱える方に対する経済的支援が求めら

れています。 

 

≪施策の方向性≫ 

○ 幼児教育・保育の無償化や各種助成・手当制度、県独自の奨学金制度などにより、子ども医療費

や保育料、教育にかかる費用などの負担軽減に取り組み、子育て家庭の経済的負担の軽減を図りま

す。 

○ 困難な環境にある子どもや子育て世帯の経済的負担を軽減するため、医療費の助成などの経済的

支援を行います。 

○ 子どもを望む方が安心して不妊や不育症の治療を受けることができるよう、相談支援体制の整備

や治療に対する助成支援などの取組みを進めます。 

○ すべての妊産婦・子育て家庭が安心して出産・子育てができるよう、妊娠時から出産・子育てま

で一貫した伴走型相談支援と経済的支援を一体的に行う市町への支援に取り組みます。 

  

Ⅰ 経済的負担の軽減 
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（１）子育て費用に対する社会的支援 

≪経済的負担を軽減する手当制度等の充実≫ 

○ 子育て家庭の経済的負担を軽減するため、児童手当制度の周知と適正な支給を図ります。 
 

○ ひとり親家庭等の生活基盤を安定させ、社会的、経済的自立を支援するため、児童扶養手当制

度、ひとり親家庭等医療費支給制度や母子福祉資金等貸付制度の周知を図ります。 

 

    ○ 障害児の福祉の増進を図るため、障害児を養育する保護者に支給される特別児童扶養手当制度

や、重度の障害により日常生活で常時介護を必要とする障害児に支給される障害児福祉手当制度

の周知を図ります。 
 

○ 親の就労だけでは十分な収入が得られない場合は、公的な支援も活用して経済基盤が保たれる

ことが重要であるため、ひとり親家庭の養育費の確保の推進、子育て世帯への経済的負担の軽減

や医療費の助成などの経済的支援を行います。 
 

○ エネルギー価格高騰の影響を受けやすい子育て世帯等に対して、高い省エネ性能を有する住宅

の取得等に要する費用の一部を助成します。 

 

≪子ども医療費などの負担軽減≫ 

○ 医療費の自己負担部分を公費で助成する子ども医療費助成事業や未熟児養育医療給付事業等

により、子育て家庭の経済的負担の軽減を図ります。また、子ども医療費の負担軽減のための新

たな措置について国に要望していきます。 

 

○ 医療費の自己負担部分を公費で助成するひとり親家庭等医療費支給制度や重度心身障害者等

医療費支給制度により、ひとり親家庭等の子どもや心身に障害のある子どもの健康の増進を支援

し、経済的負担の軽減を図ります。 

 

〇 出産後の母子に対して心身のケアや育児のサポート等を行う産後ケア事業を安心して受ける

ことができるよう、産後ケア事業利用時の交通費に対する助成を行う市町への支援に取り組みま

す。 

 

≪成育医療の充実≫ 

〇 小児慢性特定疾病を抱える子どもの健全な育成を図るため、その保護者に対し、治療にかかる

医療費の助成を行い、早期治療を促すとともに、経済的負担の軽減を図ります。 

 

○ 小児慢性特定疾病に対する医療などの給付について制度の周知を図るとともに、入院治療の必

要な未熟児に対する養育医療や身体に障害のある児童に対する育成医療、こども医療など、成育

医療に対する市町の公費負担制度についての情報提供に努めます。 

 

 

１ 子育てに伴う経済的負担の軽減 
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≪公的資金貸付制度の活用≫ 

○ 子育て中の勤労者家庭の教育費の負担軽減を図るため、教育資金など勤労者福祉資金融資制度

における支援資金の充実に努めます。 
 

○ ひとり親家庭等の生活基盤の安定や、子どもの高校、大学等への修学などを支援するため、母

子福祉資金等貸付制度の周知を図ります。 
 

○ 低所得者世帯などの生活や、子どもの高校、大学等への修学などを支援するため、生活福祉資

金貸付制度の周知を図ります。 

 

（２）保育料や教育費などの負担軽減 

≪保育料などの負担軽減≫ 

○ 子育て世帯の経済的負担の軽減を図り、生涯にわたる人格形成の基礎を培うために重要な幼児

教育の機会を子どもたちに保障するため、３歳から５歳までの子ども及び０歳から２歳までの住

民税非課税世帯の子どもについて、保育所、幼稚園、認定こども園等の費用を無償化します。 

 

○ 多子世帯の子育てに係る経済的負担を軽減するため、保育所等入所児童のうち、第３子以降の

就学前児に対する保育料等を減免します。 
 

○ 子育て家庭の経済的負担を軽減するため、3 歳未満の第 2 子および小学校就学前の第 3 子以

降の児童の病児・病後児保育施設の利用料を無料化します。 

 

≪教育費などの負担軽減≫ 

○ 子どもの教育に係る経済的な負担を軽減するため、国の動向を踏まえながら各種制度の普及や

活用に努めます。 
 

○特別支援学校や小・中学校の特別支援学級などにおいて特別支援教育を受ける児童生徒等の保護

者の経済的負担を軽減するため、特別支援教育就学奨励費の活用の促進に努めます。 
 

○ 経済的理由により就学が困難な小・中学校の児童生徒に対して、学用品、学校給食や医療など

の費用について、市町が援助し国がその経費の一部を補助する要保護児童生徒援助費補助制度の

活用の促進に努めます。 
 

〇 県立高校などの普通教室、特別教室の冷暖房に係る経費を公費負担とし、教育費の負担軽減を

図ります。 
 

〇 多子世帯の子育てに係る経済的負担を軽減するため、第３子以降の給食費の無償化に取り組む

市町などの学校の設置者への支援に取り組みます。 

 

≪修学支援の充実≫  

○ 教育の機会均等に資するとともに、有為な人材の育成を図るため、経済的理由により修学する

ことが困難な高校生や大学生等に対する奨学金制度の充実を図ります。 
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≪私立学校における教育費等の負担軽減≫ 

○ 私立学校経常費補助や授業料軽減補助などの助成を通じて、私立の幼稚園や中学校、高校に通

う幼児・生徒の保護者の負担の軽減などを図ります。 
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（１）不妊等に悩む方に対する支援の充実 

≪不妊治療等に係る助成≫ 

〇 不妊治療を行っている夫婦の経済的負担の軽減を図るため、保険適用後の体外受精等の不妊治

療や手術により精子を採取する男性不妊治療に要する費用の一部を助成する市町への支援に取

り組みます。 

 

○ 妊娠はするものの流産等を繰り返し、子どもを授かることができない不育症に悩む夫婦を支援

するため、不育症治療に要する費用の一部を助成します。 

 

○ 将来、子どもを産み育てることを望むがん患者等が将来に希望を持って治療に取り組めるよう

支援するため、生殖機能を温存する治療（妊孕
にんよう

性
せい

温存治療）に要する費用の一部を助成します。 

 

（２）成育医療の充実 

〇 小児慢性特定疾病を抱える子どもの健全な育成を図るため、その保護者に対し、治療にかかる

医療費の助成を行い、早期治療を促すとともに、経済的負担の軽減を図ります。 

 

○ 小児慢性特定疾病に対する医療などの給付について制度の周知を図るとともに、入院治療の必

要な未熟児に対する養育医療や身体に障害のある児童に対する育成医療、こども医療など、成育

医療に対する市町の公費負担制度についての情報提供に努めます。 

 

（３）妊婦・子育て家庭への経済的支援 

○ すべての妊婦・子育て世帯が安心して出産・子育てできるよう、妊娠の届出や出生の届出を行

った妊婦・子育て世帯等に対し、出産育児関連用品の購入費助成や子育て支援サービスの利用負

担軽減を図る出産・子育て応援給付金の周知と適正な支給を図ります。 

  

２ 妊娠期からの支援 
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【数値目標】 

 

 目標項目 計画策定時 目標（令和６年度） 

１ 

子育てにかかる費用の社会的支援が

「十分である」「どちらかといえば十分

である」と答えた者の割合 

19.4%（R3） 22.4% 
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≪課 題≫ 

〇 核家族化の進行や地域のつながりの希薄化などにより、気軽に相談できる相手が身近にいないな

ど、保護者が子育てに対する不安や悩み、孤立感を感じており、妊娠・出産・子育てに関する不安

や悩みを軽減するための切れ目ない支援が求められています。 

○ 晩婚化や出産年齢の高齢化が進行しており、低出生体重児の割合が減少していないことや、不妊

や不育症に関する相談が多く寄せられていることなどから、相談体制の強化など、総合的な母子保

健医療対策の充実が求められています。 

〇 人格形成の基礎を培う乳幼児期においては、子どもの発達段階に応じた質の高い教育・保育が保

護者と連携しながら提供されることが重要です。 

○ 保育所、幼稚園、認定こども園、地域型保育事業と小学校との連携の推進とともに、保育所、幼

稚園、認定こども園等を通じた幼児教育全体の質の向上が必要です。 

○ 保育所等では、年度当初から待機児童が発生しており、保育士や放課後児童支援員等の人材不足

により受け入れ体制に制約が生じることが主な原因です。市町の実施した子育て家庭へのニーズ調

査に基づいた、教育・保育の量の見込みに対する提供体制を確保する必要があります。 

○ 保育士、幼稚園教諭等の専門性を有する人材を確保することが、困難になっています。 

〇 質の高い教育・保育や地域における子ども・子育て支援を提供するためには、保育士、幼稚園教

諭、保育教諭、子育て支援員など子どもの育ちを支援する者の専門性や経験が重要です。 

〇 児童に健全な遊びや体験活動の場を提供して、子どもたちの健康を増進し、情操を豊かにするた

め、子どもが安心して集い遊べる場を確保する必要があります。 

〇 児童相談所における児童虐待対応件数は高い水準で推移しており、依然として深刻な状況であり、

児童虐待は社会全体で解決すべき重要な課題です。児童虐待から子どもを守るため、未然防止から

早期発見・早期対応、子どもの保護・支援、保護者への指導・支援、さらには再発防止の取組み等

を推進する必要があります。 

〇 すべての子どもが家庭への支援、里親や児童養護施設等における代替養育など、社会的養育の充

実に向けた取組みを推進する必要があります。 

○ 障害のある子どもが、それぞれの障害や個性に応じて、地域で自分らしく暮らしていくための仕

組みづくりや、多様な障害に対応した支援が必要です。 

○ 人工呼吸器を装着している障害児など、日常生活を営むために医療を要する状態にある子ども、

いわゆる「医療的ケア児」やその家族等が、その心身の状況に応じた適切な保健、医療、福祉、教

育その他の各関連分野の支援が受けられるよう支援体制の構築に取り組むことが必要です。 

  

Ⅱ 子育て拠点の充実 
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≪施策の方向性≫ 

○ 子育て拠点の充実に当たっては、親子の強い絆や信頼感の形成がきちんと担保されるよう留意し、

真に実効性のある施策の展開を図ります。 

○ 妊産婦や乳幼児の健康診査などの市町が行う母子保健事業を支援します。また、安心して妊娠・

出産・子育てができるよう、相談体制を強化し、妊娠期からの切れ目ない支援を行います。 

○ 小児救急医療体制の整備や小児慢性特定疾病対策などの小児医療を充実し、周産期医療体制を整

備します。 

○ 市町が子育て家庭のニーズを踏まえ、計画的に量・質両面にわたり教育・保育を充実させるよう、

市町などの関係機関と連携しながら、地域における教育・保育の提供体制の確保を支援します。 

○ 子育てのための施設等利用給付の円滑な実施が行われるよう、特定子ども・子育て支援施設等の

確認や公示、指導等の法に基づく市町事務の執行や権限の行使に際し、施設等の所在、運営状況、

監査状況等の情報共有、立入調査への同行、関係法令に基づく是正指導等を行います。 

○ 障害児・外国につながる幼児等特別な支援が必要な子どもが円滑に教育・保育を利用できるよう、

市町や関係機関と連携し、それぞれの事情に応じた丁寧な支援に取り組みます。 

〇 利用者支援事業や地域子育て支援拠点事業など、すべての子育て家庭や子どもを対象にした支援

を量・質両面にわたり充実させるほか、子育て支援ＮＰＯ等との連携・協働を図り、地域における

子育て支援のネットワークづくりを推進します。 

○ すべての児童が放課後等を安全・安心に過ごし、多様な体験・活動を行うことができるよう新・

放課後子ども総合プランを推進します。 

○ 子育ての不安や悩み、孤立感の解消のため、子ども・子育てに関する相談・援助体制を充実しま

す。 

○ 保育士等の人材確保に取り組むとともに、働きやすい職場環境づくりによる就労継続や潜在化し

ている有資格者の再就職を支援します。 

○ 質の高い教育・保育や地域の実情に応じた子ども・子育て支援を提供できるよう、子育て支援を

担う人材の資質の向上を図るための研修等を実施します。 

〇 児童虐待から子どもを守るため、未然防止から早期発見・早期対応、子どもの保護、保護者への

指導等に向けた支援、さらには再発防止の取組み等、総合的な対策を推進します。 

〇 児童虐待対策の充実に向け、児童相談所の体制強化を進めるとともに、福祉、保健、医療、教育、

警察等の関係機関が連携し、地域全体で子どもを守る体制の充実を推進します。また、こうした関

係機関の連携の下、ヤングケアラーの子どもやその家庭を相談や必要な福祉サービスにつなげ、支

援するための取組みを推進します。 

〇 すべての子どもの命が守られ、健やかに育つことができるよう、地域における子どもや家庭への

支援、里親や児童養護施設等における代替養育など、社会的養育の充実に向けた取組みを推進しま

す。 

〇 本県における障害者福祉の基本計画である「かがわ障害者プラン」に基づき、障害のある子ども

がその持てる個性や能力を最大限に発揮しながら充実した人生を送ることができるよう、支援体制

づくりを推進します。 

〇 医療的ケア児やその家族等が、その心身の状況に応じた適切な支援が受けられるよう保健、医療、

福祉、保育、教育等の関係機関の連携の一層の促進を図るため、協議の場を設置するとともに、そ

の支援体制の構築を推進します。 



- 40 - 
 

（ 

 

（１）妊娠期からの切れ目ない相談体制の強化 

○ 妊産婦や乳幼児の実情を把握し、妊娠から出産・子育てまで一貫して身近で相談に応じ、必要

に応じて支援プランの策定や地域の保健医療・福祉機関との連絡調整を行うなど、必要な支援に

つなぐ伴走型相談支援を通じて、妊産婦や乳幼児の健康の保持・増進に関する包括的な支援を行

う子育て世代包括支援センターの運営について市町を支援します。 

 

○ 妊娠から出産、子育てと、安心して子どもを生み、育てることができるよう、専用相談窓口「妊

娠出産サポート」や各機関の相談窓口についての周知を図ります。 

 

○ 安全で快適な環境の中、家族や周囲の人の理解と協力のもと女性が安心して妊娠・出産するこ

とが、母親になる実感とわが子への愛着、その後の子育てを楽しむことにつながるため、市町や

医療機関が行う出産前準備教育やさまざまな相談の機会を通し、満足できる妊娠・出産について

普及啓発を図ります。 

 

○ 妊娠・出産、子育てに関する知識不足や経験不足が、妊娠・出産に対する不安や育てにくさに

つながっていることもあることから、余裕と自信を持って子育て等に臨めるよう、相談窓口やリ

ーフレット、ホームページなどを通して正しい情報の提供に努めます。 

 

○ 妊産婦健康診査や医療機関による産後ケア、新生児訪問や乳児家庭全戸訪問事業などにおいて

一貫した支援が行われるよう、市町や医療機関、保健所等の連携支援体制を強化し、妊娠・出産・

子育てにおける切れ目ない支援に努めます。 

 

（２）母子保健に関する知識の普及啓発等 

○ 市町等が行う妊産婦やその配偶者などに対する母親・両親学級や育児教室、各種相談指導を通

じて、母子保健に関する正しい知識の普及啓発を図るとともに、母子保健施策についての情報提

供に努めます。 

 

○ 子どもに十分な愛情を持って接することが、子どもの健全な心身の成長や人間形成につながる

ことなど、母子等の愛着形成の重要性について情報提供に努めます。 

 

≪生涯を通じた女性の健康支援体制の推進≫ 

○ 思春期から更年期までのライフステージに応じ、女性が的確に自己管理を行うことができるよ

う、女性の健康支援に関する専門的知識を有する医師、保健師、助産師等による健康相談や健康

教育の充実に努めます。 

 

≪不妊等に悩む方に対する支援の充実≫ 

○ 不妊や不育症で悩む夫婦等に対し、不妊・不育症相談センターにおいて専門的知識を有する医

師、看護師等による相談指導を行うとともに、不妊治療等に関するパンフレットの配布など、適

切な情報の提供や、仕事と不妊治療の両立支援のための啓発に努めます。 

 

○ 不妊相談等に従事する医師、保健師、助産師等に対し、不妊等に関する専門的知識・技術等に

関する研修の充実を図ります。 

１ 妊娠期からの切れ目ない相談・支援体制の構築 



- 41 - 
 

〇 流産・死産等で子どもとの死別を経験された方が、悲嘆（グリーフ）を抱えて孤立することを

防ぐとともに、適切な支援につながることができるよう、相談先の周知や、相談を受ける支援者

のカウンセリング技術の向上を図ります。 

 

（３）妊産婦、乳幼児の健康診査や保健指導などの市町母子保健事業との連携 

○ 市町が行う母子保健事業について、次のとおり支援します。 

・母体や胎児の健康確保を図るための早期の妊娠届出の推進 

・妊婦健康診査等による母子の健康管理の充実 

・子育て世代包括支援センターの運営や妊産婦健康診査等を通じたハイリスク妊産婦等の把握

および支援のための保健指導の充実 

・新生児訪問や乳児家庭全戸訪問事業等の訪問活動などの促進 

・１歳６か月児健康診査、３歳児健康診査などの乳幼児健康診査の受診率の向上 

・疾病やその疑いの早期発見や早期対応、子育てに不安のある保護者への支援の充実 

・母子保健推進員や母子愛育会等の関係機関との連携・協力の強化 

 

○ 妊娠中の喫煙（受動喫煙を含む。）や飲酒は妊産婦や胎児に大きな影響を与えることから、啓発

に努めるとともに、妊婦やその家族を対象とした保健相談や保健指導の強化に努めます。 

 

○ 母子等の愛着形成を促進する効果があり、新生児・乳児の発育のために必要な栄養素や免疫物

質が多く含まれている母乳栄養の推進を図ります。 

 

○ 未熟児や障害児、長期療養を必要とする慢性疾病児等の療育支援のため、医療機関と地域保健

関係機関との連携を強化し、療育支援体制の充実を図ります。 
 

○ 妊娠中や子育て期の不安や心の悩みに対し早期に支援を行えるよう、妊娠中から産後における

心の健康の重要性について、市町が行う両親学級や乳児家庭全戸訪問事業、乳幼児健康診査など

あらゆる機会において、妊産婦とその家族に対して周知を図るとともに、不安や悩みをいつでも

相談できる体制を充実します。 
 

○ 法定の 1 歳 6 か月児や 3 歳児健康診査以降の発達状況を診る機会として、市町が 5 歳児健診

や巡回相談を効果的に実施できるよう、関係者への専門研修や情報共有の場の提供などを行いま

す。 

 

○ 産後うつの予防や新生児への虐待予防等を図る観点から、市町や医療機関と協力し、健康診査

や家庭訪問等を通して、産後の初期段階における母子に対する支援を強化し、子育て期にわたる

切れ目のない支援体制を整備します。 
 

○ 母親や乳幼児への適切な保健指導を行うため、保健・福祉・医療分野における母子保健関係者

に対して、資質向上のための専門研修を行います。 

 

○ 市町と県保健所における母子保健事業の連携を強化するとともに、県保健所の広域的、専門的、

技術的機能の強化に努めます。 
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（４）子どもの健やかな成長を支える地域の支援体制づくり 

  ○ 子育て世代包括支援センターにおいて、妊産婦・乳幼児等の状況を継続的・包括的に把握し、

妊産婦や保護者の相談に保健師等の専門家が対応するとともに、必要な支援の調整や関係機関と

連絡調整するなどして、妊産婦や乳幼児等に対して切れ目のない支援を提供でき、育児不安や虐

待の予防ができるよう市町を支援します。 
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（１）小児医療の充実 

≪小児救急医療体制の整備≫ 

○ 夜間における小児救急医療体制を確保するとともに、夜間の急な病気などについて看護師等が

アドバイスを行う小児救急電話相談を実施し、患者の不安解消と救急医療機関の負担軽減に努め

ます。また、重篤な小児救急患者に対する医療を確保するため、小児救命救急センターの運営に

対する支援など、小児救急医療体制の整備充実に努めます。 
 

≪医療支援体制の強化≫ 

○ さまざまな子どもの心の問題や被虐待児の心のケア、発達障害等に対応するため、地域の医療

機関や保健所、市町、教育機関等と連携した医療支援体制の強化を図ります。 
 

○ 慢性疾病を抱える子どもの自立支援を促進するとともに、その家族への相談支援体制を整備し

ます。 

 

（２）新生児マススクリーニングの充実 

  ○ 先天性代謝異常等検査を実施し、疾病の早期発見に努めるとともに、早期に治療が行えるよう

医療機関等との連携を図ります。また、スクリーニングにおける発見漏れや過剰診断を防止する

ため、精度管理の維持向上に努めます。 

 

（３）総合的な周産期医療体制の整備 

○ 「香川県保健医療計画」により総合的な周産期医療体制の整備に努め、妊娠、出産から新生児

に至る高度専門的な医療を効果的に提供し、安心して子どもを生み育てることができる環境づく

りを推進します。 

 

○ 総合周産期母子医療センターにおいて、地域の医療機関の医師、助産師、看護師等に対し、周

産期医療に必要な専門的・基礎的知識、技術等を習得させるための研修を行います。 

 

○ リスク要因を持っている妊産婦等に対する身体的・精神的支援が重要であることから、周産期

医療機関等と連携して、保健師等の訪問指導による未熟児等への早期支援や母親へのサポートな

どを行う市町を支援するなど、継続的な看護体制の充実を図ります。  

２ 小児・母子医療体制の充実 
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  【 周産期医療体制イメージ図 】 

 

 

 
総合周産期母子医療センター（四国こどもとおとなの医療センター・香川大学医学部附属病院） 

◇重症母・児に対する極めて高度な周産期医療の提供 

◇地域の周産期医療機関等から母体・新生児の受け入れ 

◇情報ネットワークによる周産期医療情報の提供 

◇医療従事者に対する研修 

地域周産期母子医療センター（高松赤十字病院） 

◇比較的高度な周産期医療の提供 

◇地域の医療機関との入院及び分娩に関する連絡調整

等の連携  
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（１）教育・保育の役割、提供の必要性等に関する基本的考え方 

≪基本的考え方≫ 

○ 人格形成の基礎を培う乳幼児期における、すべての子どもの健やかな育ちを保障するため、子

どもの発達段階に応じた質の高い教育・保育が、保護者と連携しながら提供されることが重要で

す。 

≪推進方策≫ 

○ 子ども・子育て支援新制度が、保護者の選択に基づき、多様な施設または事業者から教育・保

育を受けられるような提供体制の確保を目的の一つとしていることに鑑み、就学前の教育・保育

の実施主体である市町が、子育て家庭のニーズを踏まえ、計画的に量・質両面にわたり教育・保

育を充実できるよう、市町計画等に基づき新たな保育所や幼保連携型認定こども園の設置認可を

行うなど、関係機関と連携しながら地域における教育・保育の提供体制の確保を支援します。 

 

（２）就学前教育の充実 

○ 幼児期の教育は生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものであることから、自己を十分に

発揮する活動を通した健全な心身の発達、集団生活を通した生きる力の基礎や基本的な生活習慣

の形成、社会性、道徳性や思考力など豊かな人間性の育成、健康、安全で情緒の安定した生活が

できる教育・保育環境の充実が図られるよう、保護者や地域と連携した就学前教育の充実に努め

ます。 
 

 ○ 「香川県就学前教育振興指針」の趣旨を踏まえ、各市町の実情に応じた具体的な取組みを進め

ます。 
 

○ かがわ幼児教育支援センターが中心となり、就学前教育関係部局の連携を図るための体制を強

化し、保育士、幼稚園教諭等に対する研修の充実や幼児教育スーパーバイザー派遣による専門性

と資質の向上、就学前教育と小学校教育の円滑な接続を図るための取組みを推進するとともに、

職員の処遇改善をはじめとする労働環境への配慮や保育所、幼稚園、認定こども園等に対する適

切な指導監督、評価等の実施を通じて、質の高い教育・保育の充実を図ります。 
 

 ○ 教育・保育の質の向上や利用者の選択の利便に資するため、自己評価や福祉サービス第三者評

価の実施を促進します。また、保育所、幼稚園、認定こども園等において苦情解決のための仕組

みを設けて、利用者の権利を保護し、利用者への適切な教育・保育の確保を図るとともに、自主

改善に努めるよう指導します。 
 

○ 保育所、幼稚園、認定こども園等を利用する子どもの良質な環境と安全・安心を確保するため、

施設の改修・増改築等、施設整備を促進します。 
 

  

３ 就学前の教育・保育の充実 
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（３）認定こども園に関する基本的考え方 

≪基本的考え方≫ 

○ 認定こども園は、保育所および幼稚園の機能を併せ持ち、保護者の就労状況およびその変化等

によらず柔軟に子どもを受け入れられる施設です。子ども・子育て支援新制度において、幼保連

携型認定こども園については、学校および児童福祉施設の両方の性格を持つ単一の施設となり、

給付と財源が一元化されています。また、幼稚園型認定こども園、保育所型認定こども園、地方

裁量型認定こども園の 3 類型については、それぞれの特徴を生かした多様性のある認定こども園

として子ども・子育て支援新制度においても継続し、同様に給付と財源が一元化されています。 
 

○ 少子化が進行する地域では、点在する保育所、幼稚園での集団保育の維持が困難となりつつあ

ります。集団保育を維持するとともに、質の高い教育・保育を実施するためにこれら地域の実情

を踏まえながら、保育所、幼稚園から認定こども園への移行や認可申請手続きの相談に対し、必

要な支援を行います。 

≪認定こども園の設置計画数≫ 

○ 市町計画における数値を踏まえ、以下のとおりとします。 

 令和元年度 令和６年度 

県全域 69 か所設置 １１１か所設置 

 

≪保育所、幼稚園から認定こども園への移行に必要な支援≫ 

○ 施設から認定こども園への移行の認可・認定の申請があった場合は、市町計画で定めた認定こ

ども園に係る基本的考え方や当該施設の意向を尊重し支援します。 

○ 保育所はもとより幼稚園における保育ニーズの高まりを踏まえ、幼稚園から認定こども園への

移行を支援します。 

○ 認定を受ける施設等に関する認可や指導監督、財政措置等については、施設の形態（幼保連携

型、幼稚園型、保育所型、地方裁量型）に応じて権限等を行使する者が異なっている場合もある

ことから、関係部局間の適切な連携により、十分な情報提供等を行うことで、施設の負担軽減を

図ります。 

 

（４）保育士、幼稚園教諭、保育教諭の合同研修に対する支援 

○ 関係機関と連携し、保育士、幼稚園教諭、保育教諭の合同研修や、保育士が幼稚園教諭の研修

へ参加するなどの相互の受け入れを図り、研修の一元化を進めます。 

 

（５）地域における教育・保育施設と地域型保育事業を行う者の相互連携の推進 

○ 原則として満 3 歳未満の保育を必要とする子どもが利用する地域型保育事業について、質の高

い教育・保育が実施できるよう、指導監督を行う市町に対して助言するとともに、満 3 歳以降も

引き続き適切に質の高い教育・保育を利用できるよう、市町の関与のもとで、教育・保育施設と

地域型保育事業を行う者との相互の連携の促進を図ります。 
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（６）保育所、幼稚園、認定こども園と小学校との連携の推進 

○ 保育所、幼稚園、認定こども園等から小学校への円滑な接続を図るため、教職員がお互いの教

育内容についての理解を深め、連携を図った指導内容や指導方法を習得するための研修や交流を

実施するとともに、幼児と小学生との交流や、幼児が小学校施設を活用する機会を設けるなど、

さまざまな連携の取組事例の周知啓発により、相互理解を進めて連携を強化し、発達や学びの連

続性を踏まえた教育の推進に努めます。 

 

（７）教育・保育情報の公表 

  ○ 教育・保育施設の設置者、地域型保育事業の事業者は、市町の確認を受け、教育・保育の提供

を開始しようとする際などに、当該施設・事業において提供する教育・保育に係る情報を知事に

報告し、知事は、その報告を受けた後、報告の内容を公表することとされています。 
 

  ○ 保護者が当該施設・事業を選択しやすくなるよう、教育・保育情報として施設等から報告され

た以下の内容を公表します。 

・施設等の法人に関する事項（法人の名称、所在地、代表者の氏名など） 

   ・施設等に関する事項（施設の種類、名称、所在地、管理者の氏名など） 

   ・従業者に関する事項（職種別の従業者数、勤務形態、経験年数など） 

   ・教育・保育等の内容に関する事項（開所時間、利用定員、設備など） 

   ・利用料等に関する事項 

   ・その他知事が必要と認める事項 
 

○ 子どもの個性や保護者の勤務条件などに合わせて、子どもが適切かつ円滑に教育・保育を受け

られる機会を確保できるよう、インターネットなどを活用して、施設ごとの教育・保育情報につ

いての情報提供に努めます。 

 

（８）保育機能施設の指導監督および研修の充実 

○ 子どもの安全と適正な処遇の確保を図るため、保育機能施設の指導監督に努めます。また、そ

の状況については、インターネットなどを活用して情報提供に努めます。 
 

○ 認可外保育施設について、幼児教育・保育の無償化の対象となることに鑑み、より一層指導監

督を徹底するとともに、認可施設への移行を促します。 
 

○ 保育機能施設における児童福祉の向上を図るため、施設設置者や保育従事者に対する研修の充

実に努めます。 
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（１）区域の設定 

○ 市町が定める教育・保育提供区域を勘案し、隣接市町間等における広域利用等の実態を踏まえ、

教育・保育の量の見込み、提供体制の確保の内容、その実施時期を定める単位となる区域（以下、

「県設定区域」という。）を以下のとおり定めます。 

県設定区域は、教育・保育施設の認可・認定の際に行われる需給調整の判断基準となります。 

区  分 県設定区域 

１号認定（※1） 

（３～５歳、幼児期の教育のみ） 
全県１区域 

２号認定（※2） 

（３～５歳、保育の必要あり） 
市町ごと１７区域 

３号認定（※3） 

（０～２歳、保育の必要あり） 

 

（※1）子ども・子育て支援法（以下「法」という。）第 19 条第 1 項第 1 号に掲げる小学校就

学前子どもに該当する子ども 

（※2）法第 19 条第 1 項第 2 号に掲げる小学校就学前子どもに該当する子ども 

（※3）法第 19 条第 1 項第 3 号に掲げる小学校就学前子どもに該当する子ども 

 

（２）教育・保育の量の見込みと、提供体制の確保の内容・実施時期 

≪各年度における教育・保育の量の見込み（需要）≫ 

○ 各年度における県設定区域ごとの教育・保育の量の見込みについては、市町計画における数値

を県設定区域ごとに集計したものを基本として、県設定区域ごとの広域利用を勘案して、次に掲

げる区分ごとに、それぞれ次に掲げる量の見込み（必要利用定員総数）を定めます。 

 

ア 法第 19 条第 1 項第 1 号に掲げる小学校就学前子どもに該当する子ども 

（＝満 3～5 歳、幼児期の教育のみ） 

◎ 特定教育・保育施設（幼稚園および認定こども園に限る。）に係る必要利用定員総数

（特定教育・保育施設に該当しない幼稚園に係るものを含む。） 
 

イ 法第 19 条第 1 項第 2 号に掲げる小学校就学前子どもに該当する子ども 

（＝満 3～5 歳、保育の必要性あり） 

◎ 特定教育・保育施設（保育所および認定こども園に限る。）に係る必要利用定員総数

（保育機能施設等を利用する小学校就学前子どものうち、保育を必要とする者を含む。） 

◎ 特定子ども・子育て支援施設等（特定教育・保育施設、幼稚園、保育機能施設を除く。）

に係る必要利用定員総数 

  

４ 子育て家庭のニーズを踏まえた量の見込みと確保方策 
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ウ 法第 19 条第 1 項第 3 号に掲げる小学校就学前子どもに該当する子ども 

（＝0～2 歳、保育の必要性あり） 

   ◎ 年齢区分ごとの特定教育・保育施設（保育所および認定こども園に限る。）および特定

地域型保育事業所（事業所内保育事業所における労働者枠に係る部分を除く。）に係る

必要利用定員総数の合計数（保育機能施設等を利用する小学校就学前子どものうち、保

育を必要とする者を含む。） 

※特 定 教 育 ・ 保 育 施 設：市町から「施設型給付」の対象となると確認された保

育所、幼稚園、認定こども園 

※特 定 地 域 型 保 育 事 業：市町において認可し、「地域型保育給付」の対象となる

と確認された家庭的保育事業、小規模保育事業、居宅

訪問型保育事業、事業所内保育事業で、いずれも２歳

児までの少人数を保育する事業 

※特定子ども・子育て支援施設等：特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業以外の施

設・事業において、市町から、幼児教育・保育の無償

化に伴う給付である「施設等利用給付」の対象となる

と確認された新制度未移行幼稚園、認可外保育施設、

預かり保育等 

 

≪実施しようとする教育・保育の提供体制の確保の内容・実施時期（供給）≫ 

○ 県設定区域ごとおよび次のアからウまでに掲げる区分ごとに、それぞれ次のアからウまでに掲

げる特定教育・保育施設および特定地域型保育事業所に係る教育・保育の提供体制の確保の内容

およびその実施時期を定めます。 

  

ア 法第 19 条第 1 項第 1 号に掲げる小学校就学前子どもに該当する子ども 

（＝満 3～5 歳、幼児期の教育のみ） 

   ◎ 特定教育・保育施設および幼稚園（特定教育・保育施設に該当するものを除く。） 

 

イ 法第 19 条第 1 項第 2 号に掲げる小学校就学前子どもに該当する子ども 

（＝満 3～5 歳、保育の必要性あり） 

◎ 特定教育・保育施設（地方自治体が財政支援等を行う保育機能施設を含む。） 

◎ 特定子ども・子育て支援施設等（特定教育・保育施設、幼稚園、保育機能施設を除く。） 

 

ウ 法第 19 条第 1 項第 3 号に掲げる小学校就学前子どもに該当する子ども 

（＝0～2 歳、保育の必要性あり） 

◎ 年齢区分ごとに係る特定教育・保育施設および特定地域型保育事業所（事業所内保育

事業所における労働者枠に係る部分を除く。地方自治体が財政支援等を行う保育機能施

設を含む。） 
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≪県内全域の需要と供給一覧≫ 

○ 県内全域の各年度における教育・保育の量の見込み（需要）、提供体制の確保の内容およびそ

の実施時期（供給）については、市町計画の数値に基づき、以下のとおりとします。 

 

【香川県内全域】 

 

 

 

 

※区分について 

・保護者が共働きであっても幼稚園の利用希望はあることから、2 号認定については、「学校教育希望が強い

もの」を分けて量を見込んでいます。 

・3 号認定については、0 歳と 1・2 歳で職員配置基準や児童 1 人当たりの面積要件などが異なることか

ら、それぞれ分けて量を見込んでいます。 

・2 号認定のうち、「学校教育希望が強いもの」を利用調整のうえ、幼稚園で受け入れ、預かり保育をあわせ

て利用する「特定子ども・子育て支援施設等」で、量の確保を行う場合もあります。  

学校教育希望 左記以外 0歳 1・2歳 学校教育希望 左記以外 0歳 1・2歳

7,818 2,028 13,161 2,168 9,029 7,646 1,972 12,838 2,146 9,160

特定教育・保育施設 13,795 2,551 8,793 13,964 2,603 8,936

特定地域型保育事業 143 332 143 333

確認を受けない幼稚園

保育機能施設 135 110 295 135 110 295

特定子ども・子育て支援施設等 10 10

計 13,930 2,814 9,420 14,099 2,866 9,564

769 646 391 1,261 720 404確保状況（②－①） 7,492 7,746

①量の見込み

②
確

保

の

内

容

12,613 12,639

3,223 3,223

1,502 1,502

17,338 17,364

令和２年度 令和３年度

1号認定
2号認定 3号認定

1号認定
2号認定 3号認定

学校教育希望 左記以外 0歳 1・2歳 学校教育希望 左記以外 0歳 1・2歳

7,410 1,915 12,441 2,120 9,302 6,324 1,821 12,899 1,841 8,673

特定教育・保育施設 13,982 2,613 8,976 14,239 2,488 8,838

特定地域型保育事業 143 333 168 383

確認を受けない幼稚園

保育機能施設 135 110 295 163 102 321

特定子ども・子育て支援施設等 10 10

計 14,117 2,876 9,604 14,402 2,768 9,542

1,676 756 302 1,503 927 869確保状況（②－①） 8,027 7,168

①量の見込み

②

確
保

の

内

容

12,632 12,073

3,223 2,113

1,497 1,127

17,352 15,313

令和４年度 令和５年度

1号認定
2号認定 3号認定

1号認定
2号認定 3号認定

学校教育希望 左記以外 0歳 1・2歳

5,934 1,729 12,719 1,819 8,703

特定教育・保育施設 14,378 2,489 8,814

特定地域型保育事業 167 384

確認を受けない幼稚園

保育機能施設 163 102 321

特定子ども・子育て支援施設等 10

計 14,541 2,768 9,519

1,822 949 816

14,778

確保状況（②－①） 7,115

令和６年度

1号認定
2号認定 3号認定

①量の見込み

②

確
保

の

内

容

11,538

2,113

1,127
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※量の見込み・・・・・・・・・・・1 号認定（3～5 歳、幼児期の教育のみ）、2 号認定（3～5 歳、保育の必要

あり）、3 号認定（0～2 歳、保育の必要あり）の必要利用定員総数（需要） 

※確保の内容・・・・・・・・・・・教育・保育施設等の利用定員総数（供給） 

※特定教育・保育施設・・・・・・・市町から「施設型給付」（公費）の対象となると確認された保育所、 

幼稚園、認定こども園 

※特定地域型保育事業・・・・・・・家庭的保育事業、小規模保育事業、居宅訪問型保育事業、事業所内保育 

 事業で、いずれも 2 歳児までの少人数を保育する事業 

※確認を受けない幼稚園・・・・・・子ども・子育て支援新制度に移行していない私立幼稚園 

※保育機能施設・・・・・・・・・・地方自治体が財政支援等を行っている認可外保育施設 

※特定子ども・子育て支援施設等・・市町から「施設等利用給付」（公費）の対象となると確認された施設および 

事業 

 

（３）県の認可・認定に係る需給調整の考え方 

≪基本的考え方≫ 

○ 県は、認可・認定の申請をした保育所・認定こども園に適格性があり、かつ認可基準を満たす

場合は、認可・認定します。 

ただし、県設定区域における認定区分ごとの特定教育・保育施設および特定地域型保育事業所

（事業所内保育事業所における労働者枠に係る部分を除く。）の利用定員の総数が、県計画で定

める必要利用定員総数（当該年度および翌年度に係るものをいう。）に既に達しているか、または

当該施設の設置によってこれを超えることになると認めるときは、需給調整を行います。 

 需要（量の見込み） ＞ 供給（利用定員の総数※）⇒ 原則認可・認定 

（適格性・認可基準を満たす場合） 

 需要（量の見込み） ＜ 供給（利用定員の総数※）⇒ 認可・認定を行わないことができる 

（需給調整） 

  （※次ページ「特定教育・保育施設に該当しない幼稚園が存在する場合に係る需給調整」に

より、特定教育・保育施設に該当しない幼稚園の定員を含む。） 

 

≪本計画に含まれない教育・保育施設の認可・認定の申請に関する需給調整≫ 

○ 上記「基本的考え方」にかかわらず、本計画に基づき教育・保育施設または地域型保育事業所

の整備を行っている場合において、当該整備を行っている教育・保育施設または地域型保育事業

所の認可・認定が行われる前に、本計画に含まれない教育・保育施設から認可・認定の申請があ

ったときは、県は、次に掲げるときに該当するときは、これを認可・認定をしない場合がありま

す。 

この場合において、認定区分ごとの保護者の人数が、当該認定区分の量の見込みを上回ってお

り、機動的な対応が必要であると認められる場合には、県は、地域の実情に応じて、当該認可申

請があった教育・保育施設の認可を行うものとします。 

 

ア 認可・認定の申請に係る教育・保育施設が所在する県設定区域における当該年度の特定教

育・保育施設（市町計画に基づき基盤整備を行っている教育・保育施設を含む。）の 1 号認

定の利用定員の総数が、県設定区域における当該年度の特定教育・保育施設に係る 1 号認定

の必要利用定員総数に既に達しているか、または当該教育・保育施設の設置によってこれを
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超えることになると認めるとき。 

 

イ 認可・認定の申請に係る教育・保育施設が所在する県設定区域における当該年度の特定教

育・保育施設（市町計画に基づき基盤整備を行っている教育・保育施設を含む。）の 2 号認

定の利用定員の総数が、県設定区域における当該年度の特定教育・保育施設に係る 2 号認定

の必要利用定員総数に既に達しているか、または当該教育・保育施設の設置によってこれを

超えることになると認めるとき。 

 

ウ 認可・認定の申請に係る教育・保育施設が所在する県設定区域における当該年度の特定教

育・保育施設および特定地域型保育事業所（事業所内保育事業所における労働者枠に係る部

分を除き、市町計画に基づき基盤整備を行っている教育・保育施設および地域型保育事業所

を含む。）の 3 号認定の利用定員の総数が、県設定区域における当該年度の特定教育・保育

施設および特定地域型保育事業所に係る 3 号認定の必要利用定員総数に既に達しているか、

または当該教育・保育施設の設置によってこれを超えることになると認めるとき。 

 

≪保育所、幼稚園が認定こども園に移行する場合における需給調整≫ 

○ 子ども・子育て支援新制度では、保育所、幼稚園から認定こども園への移行の認可・認定の申

請があった場合は、当該施設が所在する県設定区域における認定区分ごとの特定教育・保育施設

および特定地域型保育事業所（事業所内保育事業所における労働者枠に係る部分を除く。）の利

用定員の総数（供給）が、県計画で定める必要利用定員総数（当該年度に係るものをいう。）（需

要）に「県計画で定める数」を加えた数に既に達しているか、または当該施設の設置によってこ

れを超えることになると認めるときを除き、認可・認定をするものとされています。 

 

ア 需要が供給を上回っている県設定区域について 

    ○ 「県計画で定める数」を設定する必要はなく、設定しないこととします。 

 

イ 供給が需要を上回っている県設定区域について 

○ 既に、市町計画に移行が含まれている認定こども園については、認可・認定します。 

 

○ 市町計画に移行が含まれていない場合は、支給認定区分ごとの「供給－需要」の差に、支

給認定区分の利用定員を持つ施設の数で「需要」を除した数を加えた数を「県計画で定める

数」とし、地域の状況を踏まえて区域ごとに判断します。 

 

≪特定教育・保育施設に該当しない幼稚園が存在する場合に係る需給調整≫ 

○ 前記「基本的考え方」にかかわらず、教育・保育施設の認可・認定の申請があったときは、

当該申請に係る教育・保育施設が所在する県設定区域における当該年度の特定教育・保育施

設の 1 号認定の利用定員の総数および特定教育・保育施設に該当しない幼稚園の利用定員の

総数の合計が、県設定区域における当該年度の特定教育・保育施設に係る 1 号認定の必要利

用定員総数に既に達しているか、または当該申請に係る教育・保育施設の設置によってこれ

を超えることになると認める場合は、需給調整を行います。 
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（４）提供体制の確保方策 

≪保育所等利用待機児童の解消≫  

○ 地域の保育ニーズに応じた保育所等の利用定員の見直しや計画的な施設整備を促進するなど

保育の拡充に努めるとともに、保育所等利用待機児童発生の主な理由は保育士不足であることか

ら、保育士の資格を持ちながら就業していないいわゆる潜在保育士に対し、保育所等の求人情報

を提供・斡旋する保育士人材バンク等による就職支援を行うとともに、就職準備金や未就学児を

持つ保育士に対する保育料の一部貸付などの復職支援を行います。 

 

○ 保育学生に対し保育士修学資金の貸付けなどを行い、保育士資格者の増加を図ります。 

 

○ 配膳や清掃などを行う保育士支援員を配置し、働きやすい職場環境を整備する民間保育施設を

市町と連携して支援するなど、保育士の業務を軽減し離職防止を図ります。 

 

≪保育所、幼稚園、認定こども園等の施設整備≫ 

○ 地域の実情に応じて、保育所、幼稚園、認定こども園等の施設の改修・増改築等、施設整備を

促進します。 
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（１）各市町と連携した地域子ども・子育て支援の推進 

○ 子育てなどを取り巻く状況は地域によってそれぞれ異なることから、各市町が、地域ごとのニ

ーズに応じて、創意工夫を凝らした事業を計画的に実施できるよう、各市町の取組みを支援しま

す。 

 

〇 地域で子育て支援を行うさまざまな団体と連携を図るとともに、地域で子育てをサポートする

地域子育て支援拠点事業などの身近な場所で子育て支援を実施する市町の取組みを促進します。

す。 

 

○ 保護者等に対し、子育て世代包括支援センター、保育所、幼稚園、認定こども園、学校、児童

館、市町保健センターなどの身近な施設や児童相談所（子ども女性相談センター・西部子ども相

談センター）、福祉事務所、保健所などにおいて、妊娠、出産、育児、教育などの子育てに関す

る情報提供に努めます。 

 

○ 子育て家庭等が気軽に訪れることができる「かがわ子育てステーション」を県内に広め、子育

てが孤立しない香川を目指します。 

 

 

   
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  

５ 地域における子ども・子育て支援の充実 

 

 

子育てボランテ

ィア、子育てサー

クル、子ども食

堂、ＮＰＯ等 

す
べ
て
の
子
育
て
家
庭 

相談 

情報提供 

子育て支援 

 

地域の情報が

ほしい 

子育て支援を

利用したい 

など 

地域の連携 

子育て支援の拠点 
利用者支援事業、 
地域子育て支援拠点

事業等 

 

 
 

教育・保育施設 
保育所、幼稚園、 
認定こども園 

 
 

地域型保育事業 
小規模保育事業等 

地域子ども・ 
子育て支援事業等 
ファミリー・サポート・ 
センター、一時預かり、 
放課後児童クラブ、 
放課後子供教室、児童館等 

 
子育て世代包括支援センター 

保健･医療･福祉などの関係機関 
市町、福祉事務所、保健所、児童相談所、医療機関、学校、 
教育委員会、民生委員・児童委員、児童発達支援センター等 
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（２）地域子ども・子育て支援事業の推進 

≪基本的考え方≫ 

○ 人格形成の基礎を培う乳幼児期における、すべての子どもの健やかな育ちを保障するため、子

どもの発達段階に応じた質の高い子育て支援が、保護者と連携しながら提供されることが重要で

す。  

○ 子育てに対する不安や悩み、孤立感を和らげることを通じて、保護者が自己肯定感を持ちなが

ら子どもと向き合える環境を整え、子育てや子どもの成長に喜びや生きがいを感じ、親自身が持

っている子育てできる力を存分に発揮でき、子育てについての役割を果たせるよう、保護者と連

携しながら親としての成長を支援していくことが必要とされています。 

 

≪推進方策≫ 

○ 子ども・子育て支援新制度は、教育・保育施設を利用する子どもの家庭のみならず、在宅の子

育て家庭を含むすべての家庭・子どもを対象としていることに鑑み、地域子ども・子育て支援事

業の実施主体である市町が、子育て家庭のニーズを踏まえ、計画的に量・質両面にわたり子育て

支援を充実させるよう、関係機関と連携しながら必要な支援を行います。 

 

○ 子育て世代包括支援センターと連携し、妊娠・出産期からの切れ目ない支援を行います。また、

保護者の気持ちを受け止め、寄り添いながら相談や適切な情報提供を行うとともに、発達段階に

応じた子どもとの関わり方等に関する保護者の学びを支援します。 

 

○ 地域の人材を生かした取組みを進めるほか、安全・安心な活動場所等、子どもの健全な発達の

ための良質な環境を整えます。 
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≪地域子ども・子育て支援事業の提供体制≫ 

○ 地域子ども・子育て支援事業の提供体制については以下のとおりです。 

ア 利用者支援事業 

子育て家庭がニーズに合わせて、保育所・幼稚園・認定こども園等の施設や、地域の子育て

支援事業などから必要な支援を選択して利用できるよう、子育て家庭に身近な場所において情

報の提供や相談・援助などを行う利用者支援事業を促進します。 

 【基本型・特定型】 

区  分 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

実施市町数 １１ １２ １２ １２ １２ １２ 

実施箇所数 １４ １５ １５ １５ １６ １６ 

 
 【母子保健型】 

区  分 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

実施市町数 １１ １４ １４ １４ １４ １４ 

実施箇所数 １７ ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ 

 

イ 地域子育て支援拠点事業 

乳幼児およびその保護者が相互の交流を行う場所を開設し、子育てについての相談、情報の

提供、助言その他の援助を行う地域子育て支援拠点事業を促進します。 

区  分 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

実施市町数 １６ １７ １７ １７ １７ １７ 

実施箇所数 ９８ ９９ ９９ ９９ １０１ １０１ 

 

なお、この事業のほかに、認定こども園においても地域子育て支援拠点事業に類する事業（認

定こども園法に基づく子育て支援事業）を実施しています。現在の認定こども園数は１０6 園

となっており、令和６年度には１１１園になる見込みです。 

 

ウ 妊産婦健康診査 

妊婦健康診査は、妊婦の健康の保持および増進を図るため、①健康状態の把握、②検査計測、

③保健指導を実施するとともに、妊娠期間中の適時に必要に応じた医学的検査を実施するもの

であり、全市町が実施しています。妊婦健康診査の受診率の向上、未受診者の把握とその対応

に努めます。 

産婦健康診査は、産後うつの予防や新生児への虐待予防等を図るため、産後２週間、産後１

か月など出産後間もない時期の産婦に対し、①健康状態・育児環境の把握、②体重・血圧測定、

③尿検査、④エジンバラ産後うつ病質問票による面接を実施するものであり、全市町が実施し

ています。産婦健康診査の受診率の向上、産婦の心身の状態に応じ、産後ケア事業、精神科等

との連携に努めます。 
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エ 乳児家庭全戸訪問事業 

生後 4 か月までの乳児のいる家庭等を訪問し、子育て支援に関する情報提供や養育環境等の

把握を行う乳児家庭全戸訪問事業については、現在、全市町が実施しています。訪問従事者の

質の向上に努めます。 

 

オ 養育支援訪問事業、子どもを守る地域ネットワーク機能強化事業 

養育支援が特に必要な家庭に対して、その居宅を訪問し、養育に関する指導・助言等を行う

養育支援訪問事業については、現在、全市町が実施しており、当該家庭の適切な養育の実施の

確保に努めています。 

子どもを守る地域ネットワーク（要保護児童対策地域協議会）の機能強化に向け、要保護児

童対策地域協議会の調整機関職員やネットワーク構成員である関係機関の専門性強化と、ネッ

トワーク機関間の連携強化を図る取組みを促進します。 

 

カ 子育て短期支援事業（ショートステイ事業、トワイライトステイ事業） 

保護者の疾病、出産、冠婚葬祭などの緊急時や恒常的な残業などで、児童の養育が一時的に

困難になった場合に、児童養護施設等で児童を一時的に預かる短期入所生活援助事業（ショー

トステイ事業）や夜間養護等事業（トワイライトステイ事業）については、14 市町からの委

託を受けて、現在、８か所の児童養護施設等で実施しています。未実施の市町については、各

市町の状況に応じて支援を行います。 

 

キ ファミリー・サポート・センター事業（子育て援助活動支援事業） 

地域において、子育て支援を受けたい人と支援したい人が登録し、会員同士が地域において

相互に援助する活動を支援するファミリー・サポート・センター事業については、未実施の市

町の状況に応じて支援を行います。 

区  分 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

実施市町数 １０ １０ １０ １０ １０ １０ 

 

ク 一時預かり事業 

保護者のパートタイム就労や疾病、出産、介護、冠婚葬祭などの理由、保護者の育児疲れ解

消や地域社会活動、余暇活動の参加のために、一時的に保育が必要となる子どもに対応するた

め、一時預かり事業を促進します。 

区  分 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

実施市町数 １６ １６ １６ １６ １６ １６ 

実施箇所数 １８０ １８８ １８９ １８９ １８８ １８７ 
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ケ 延長保育事業 

 保育認定を受けた子どもについて、通常の利用日および利用時間以外の日や時間に、保育所、

認定こども園等において保育を実施する延長保育事業の確保に努めます。 

区  分 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

実施市町数 １４ １５ １５ １５ １５ １５ 

実施箇所数 １７１ １７５ １７９ １７９ １８１ １８１ 

 

コ 病児・病後児保育事業 

病気や病後の子どもを、保護者が家庭で保育できない場合に、医療機関・保育所等に付設さ

れた専用スペース等において、保育士及び看護師等が一時的に保育と看護を行う病児・病後児

保育事業を促進します。 

区  分 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

実施箇所数 ２１ ２１ ２２ ２２ ２２ ２２ 

 

サ 放課後児童クラブ（放課後児童健全育成事業） 

昼間、労働等により保護者が家庭にいない小学生の健全育成を図るため、放課後児童クラブ

の設置を促進するとともに、開設時間の延長や障害児の受け入れ、学校の長期休業中の開設を

促進するなど、放課後児童クラブの充実を図ります。 

区  分 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

実施市町数 １５ １５ １５ １５ １５ １５ 

実施箇所数 
(支援の単
位数) 

２８２ ２９０ ３００ ３１１ ３２２ ３２８ 

 

シ 実費徴収に係る補足給付を行う事業 

保護者の世帯所得の状況等を勘案して、特定教育・保育施設等において実費徴収ができるこ

ととされている副食費の提供に要する費用及び日用品、文房具等の購入に要する費用等を助成

する事業です。 

市町の実施状況に応じて支援を行います。 

 

ス 多様な主体が本制度に参入することを促進するための事業 

特定教育・保育施設等への民間事業者の参入の促進に関する調査研究その他多様な事業者の

能力を活用した特定教育・保育施設等の設置または運営を促進するための事業です。 

市町の実施状況に応じて支援を行います。 

 

（３）児童館における地域子育て支援機能の充実と整備促進 

≪児童館の整備促進と活動の充実≫ 

○ 児童に健全な遊びや体験活動の場を提供して、子どもたちの健康を増進し、情操を豊かにする

とともに、子ども会等の地域組織などの活動のほか、放課後児童の健全育成の場となる児童館の

整備を地域の実情に応じて促進します。 
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○ 児童館活動の充実のため、子どもの視点に立った魅力あふれる事業や継続性、発展性のあるプ

ログラムを展開するとともに、休日開館など、地域の実情に即した運営体制の整備を促進します。

ます。 

 

○ 子ども会などの地域組織、学校、関係機関などとの連携を図りながら、地域住民に交流活動の

場を提供するなど、地域における児童健全育成の拠点施設である児童館の機能の充実を図ります。 

 

○ 育児教室の開催や相談事業の実施、子育て支援情報の提供、子育てサークルに対する支援など、

児童館における子育て支援機能の充実を図ります。 

 
 

≪さぬきこどもの国（大型児童館）の運営等の充実≫ 

○ 児童の健全育成の中核的役割を果たすさぬきこどもの国については、老朽化等による施設のリ

ニューアルを図りながら、施設の持つ機能や人材を活用して、子どもに健全な遊びや創造的活動

の場を提供します。 

 

○ さぬきこどもの国（大型児童館）において、児童館職員に対する研修や広報誌の発行、移動児

童館巡回事業の充実や調査研究事業の実施など、県内児童館・児童センターに対する支援機能を

強化するとともに、子育てセミナーの開催や相談事業の実施、子育てに関する情報提供を行うな

ど、子育て支援機能の充実を図ります。 

 

（４）その他の子育て支援の充実 

≪保育所、幼稚園、認定こども園等における地域子育て支援の充実≫ 

○ 保育所や認定こども園等の園庭を地域の人々に開放するなど、保育所や認定こども園等の機能

を活用して、広く地域の子育て家庭への支援を促進します。 

 

○ 地域の人々とのさまざまな交流活動、保護者や地域の子育て家庭に対する育児講座や育児相談、

食に関する相談・支援の実施など、地域に開かれた保育所、認定こども園等としての特色ある保

育活動を促進します。 

 

○ 地域における幼児期の教育のセンターとして、幼稚園、認定こども園の施設や機能を活用した、

幼児期の教育に関する相談事業や情報提供、地域の実態や保護者の要請に応じた預かり保育の実

施、公民館や図書館、児童館等子育て関係機関との連携等により、地域での子育て支援を促進し

ます。 
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（１）新・放課後子ども総合プランの推進 

○ 放課後等に子どもが安心して活動できる場を確保し、その健全な育成を図るため、昼間、労働

等により保護者が家庭にいない小学生の居場所となる放課後児童クラブと、地域の子どもを対象

にさまざまな体験活動や地域の人との交流活動などを行う放課後子供教室を一体的にまたは連

携して実施する新・放課後子ども総合プランを推進します。 

 

（２）放課後児童クラブの推進 

○ 昼間、労働等により保護者が家庭にいない小学生の健全育成を図るため、児童館、学校の余裕

教室、既存の公共施設などの身近な施設を積極的に活用し、放課後児童クラブの事業実施を促進

します。また、放課後児童クラブを実施するための施設の整備を促進します。 

 

○ 放課後児童クラブの設置・活動状況について、パンフレットやインターネットなどによる情報

提供を行うとともに、指導者に対する研修により指導者の資質の向上を図るなど、活動内容の充

実に努めます。 

 

○ 開設時間の延長や障害児の受け入れ、学校の長期休業中の開設を促進するなど、放課後児童ク

ラブの充実を図ります。 

 

（３）放課後子供教室の推進 

○ 心豊かでたくましい子どもを社会全体で育むために、学校の余裕教室や公民館などを活用し、

すべての子どもを対象とした、放課後や週末における安全・安心な子どもの居場所としての放課

後子供教室の設置を推進します。 
 

○ 放課後子供教室を実施する中で、子どもたちにさまざまな体験活動や地域の人との交流活動に

取り組み、地域で子どもたちを育てられるよう努めます。 

 

○ 放課後子供教室のコーディネーターや指導員に対する研修を実施することにより、安全面の配

慮や特別な支援を必要とする子どもの理解と接し方など、コーディネーターや指導員の資質向上

を図ります。 

 

○ 放課後子供教室に関する活動状況等をインターネットや研修会等を通じて広報するとともに、

事業報告書を作成するなど情報提供に努めます。 

 

 

  

６ 放課後児童クラブなどの放課後児童対策の推進 
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（１）相談・援助活動の充実、周知・広報 

≪相談機関における相談・援助活動の充実≫ 

○ 子育てや家庭に関する相談機関（子育て世代包括支援センター、妊娠出産サポート、児童相談

所、児童家庭支援センター、地域子育て支援拠点、福祉事務所の家庭児童相談室、保健所、精神

保健福祉センター、発達障害者支援センター、指定相談支援事業所（障害者）、教育センター、警

察など）で実施する専門的な相談・援助活動の充実を図るとともに、インターネット等を活用し

て、各機関の相談窓口について周知を図ります。 
 

○ 民生委員・児童委員、主任児童委員、母子愛育班員、母子保健推進員などが保育所、幼稚園、

認定こども園、学校、児童館、福祉事務所、保健所などと連携して行う子育てや家庭に関する相

談・援助活動の充実を図るとともに、相談・援助活動について県民への周知に努めます。 
 

○ 子どもや子育て家庭が抱えるさまざまな悩みや不安について気軽に相談できる「子どもと家庭

の電話相談」、「子ども電話相談」、「子育て電話相談」、「24 時間いじめ電話相談」、「妊娠出産サ

ポート」、「少年相談専用電話」、「女性相談」など、各相談機関が実施している電話相談事業等の

充実に努めます。 
 

≪地域における相談・援助活動の充実≫ 

○ 子育て家庭に身近な場所において、それぞれのニーズに合わせて、保育所、幼稚園、認定こど

も園などの施設や、地域の子育て支援事業などから必要な支援を選択して利用できるよう、情報

の提供や相談・援助の充実に努めます。 
 

○ 保育所、幼稚園、認定こども園、地域子育て支援拠点、児童館、公民館などの身近な施設や子

育て支援 NPO が持つ機能や人材を活用して、子育てについての悩みや不安に対する相談の実施

や育児教室の開催、子育てを行う者に対する交流の場の提供など、子育て家庭に対する相談・援

助活動を促進します。 
 

○ 児童養護施設などの児童福祉施設が地域に開かれた施設となるよう、地域の人々との交流活動

や施設の人材などを活用した子育て家庭に対する相談・援助活動を促進します。 
 

≪学校における相談・援助活動の充実≫ 

○ 児童生徒が抱える心の不安や悩みにきめ細かく対応し、児童生徒一人ひとりの心身の健全な成

長と発達を図るため、教職員に対する研修を実施するとともに、専門的な立場から指導・助言す

るスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーを学校に派遣し、児童生徒や保護者に対

するカウンセリングを行います。 
 

≪ひきこもり対策の推進≫ 

○ 精神保健福祉センター内に設置した「ひきこもり地域支援センター」における相談や居場所の

提供、ひきこもりサポーターの養成・派遣、民生委員・児童委員等に対する研修、県民への正し

い知識の普及啓発など、市町や関係機関と連携して、ひきこもり対策を推進します。 

  

７ 子ども・子育てに関する相談・援助体制の充実 
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（２）相談機関のネットワークづくり 

○ 複雑・多様化する子どもや子育て家庭を取り巻く問題に適切に対応していくため、児童相談所、

福祉事務所、保健所、民生委員・児童委員や主任児童委員、教育関係機関、警察など、相談機関

のネットワークを整備し、子どもや子育てに対する相談・援助活動の充実を図ります。 
 

○ 複合的、複雑な困難を有する子ども・若者支援のため、香川県子ども・若者支援地域協議会を

構成する教育、福祉、保健、雇用等の各分野の支援機関が連携して、総合的な支援を行います。 
 

○ 香川県相談業務支援ネットワークにおいて関係機関、関係団体との連携を強化し、子どもや子

育て等に対する相談・援助活動の充実を図ります。 
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（１）保育士、幼稚園教諭等の人材確保 

○ 保育士等が正確な知識と豊かな経験を積み重ね継続して育成されるよう、保育士等の所得向上

や産休代替職員確保のための補助など処遇改善とともに、離職防止を図るため、働きやすく、や

りがいや誇りを持って業務に従事できる職場環境の実現を図り、就労継続に努めます。幼稚園教

諭等については、多様な保育内容に対する補助などを通じて、働きやすい職場環境の実現を図り

ます。 

 

○ 保育士の資格を持ちながら就業していない者の状況を把握し、就職相談会の開催や潜在保育士

の再就職等を支援する保育士人材バンクなどを活用して、復職を支援し、人材確保を促進します。

復職支援については、保育所見学会や保育士再就職支援セミナーを開催するとともに、保育士人

材バンクのコーディネーターが復職後の悩みに対応するなど、きめ細かい支援に努めます。 

 

○ 市町および保育士養成施設等と連携しながら、保育学生や潜在保育士などの人材確保に努めま 

す。 

 

○ 経済的理由により修学することが困難な保育学生に対し、修学資金貸付制度により修学を支援

し、人材確保を促進します。 
 

○ 保育所、認定こども園、地域型保育事業等に従事する者の確保に資するよう、子育て支援員研

修の実施体制の充実を図ります。 

 

  ○ 保育に係る周辺業務に、多様な人材を活用することで、保育体制の強化を図ります。 

 

（２）放課後児童クラブなど、地域子ども・子育て支援事業に従事する者の確保 

  ○ 放課後児童支援員研修等を実施し、地域子ども・子育て支援事業に従事する者の確保に努めま

す。 

 

（３）保健、医療、福祉分野の人材の確保 

○ 看護学生に対する修学資金貸付制度を継続し、卒業生の県内定着を促進するとともに、ナース

センター事業の充実を図り潜在看護職員の把握や再就業の促進を図るなど、引き続き看護職員の

確保に努めます。 

 

  

８ 子ども・子育て支援を担う人材の確保 
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（１）保育士、幼稚園教諭、保育教諭、その他教育・保育、子育て支援事業に従事する者の資質向   

上 

 

≪保育士、幼稚園教諭、保育教諭の資質の向上≫ 

○ 保育所、幼稚園、認定こども園等が保護者の多様なニーズに的確に対応し、保育所保育指針、

幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領を踏まえた質の高い教育・保育を提供す

るためには、従事者の量の確保だけではなく、その専門性や経験がきわめて重要で、質の高い従事

者が育成される必要があります。このため、かがわ幼児教育支援センターや専門家、関係団体等が

連携・協力して、保育士、幼稚園教諭、保育教諭を対象とした体系的な研修を計画的に実施し、保

育所、幼稚園、認定こども園におけるＯＪＴを支援するなど研修体制の充実に努めるほか、指導監

査や指導保育士等による指導・助言などを通じて、保育士、幼稚園教諭、保育教諭の資質の向上を

図ります。 

 

≪放課後児童支援員の資質の向上≫ 

○ 放課後児童支援員として必要な基本的生活習慣の習得の援助、自立に向けた支援、家庭と連携

した生活支援等に必要な知識・技能を習得するための研修を行います。 

 

○ 特別な支援を必要とする子どもに対する放課後児童支援員の対応能力をより一層向上させる

ため、専門家による支援を行います。 

 

（２）保育教諭の促進についての対象者への周知 

○ 保育教諭については、認定こども園法附則第 5 条において、施行の日から起算して 10 年間

は、保育士資格または幼稚園教諭の普通免許状のいずれかを有する場合は保育教諭となることが

できることとされていることから、保育士資格または幼稚園教諭の普通免許状の片方のみを有す

る者へ併有の機会が確保されるよう、インターネットなどを活用して、併有に関する特例措置の

情報提供に努めます。 

 

（３）保健、医療、福祉分野に従事する者の資質向上 

≪保健、医療、福祉分野の人材の養成・確保≫ 

○ 子育て支援に携わる保健師、助産師、看護師、栄養士など保健、医療、福祉分野の人材の養成

と資質の向上を図ります。 

 

○ 少子化社会に対応した総合的な母子保健事業を推進するため、専門研修の開催などにより、母

子保健関係者の資質の向上に努めます。 

 

○ 子どもや家庭に関する相談機関の職員の相談・援助技術の向上のための研修会を開催するなど、

職員の資質の向上に努めます。 

  

９ 従事者の資質向上 
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（１）子どもの最善の利益の優先 

○ 体罰によらない子育てを推進するため、体罰や暴力が子どもに及ぼす悪影響や体罰によらない

子育てに関する理解が社会で広まるよう、普及啓発活動に努めます。また、子どもの最善の利益

の優先を図るため、子ども自身や関係機関による児童福祉審議会への申立てができることについ

て、周知を行うなど、児童福祉審議会の活用の促進に努めます。 

 

（２）児童虐待の未然防止・早期発見 

≪妊娠中から産後におけるこころの健康の重要性の周知≫ 

○ 妊娠中や子育て期の不安や悩み、孤立感が児童虐待のリスクとなることから、妊娠中から産後

におけるこころの健康の重要性について、市町が行う両親学級や乳児家庭全戸訪問事業、乳幼児

健康診査などあらゆる機会において、妊産婦とその家族に対して周知を図るとともに、不安や悩

みをいつでも相談できる体制を充実します。 

 

≪不安や悩みを抱いている親への早期対応≫ 

○ 市町や医療機関等との連携・情報共有により、健康診査や家庭訪問等を通して、妊娠・出産・

子育てに伴う不安や悩みを抱いている保護者や、未熟児、多胎児、障害児を持つ保護者等への早

期対応を図ります。また、養育支援を必要とする子どもや妊婦の家庭を把握し、養育支援訪問事

業などの専門的な子育て支援につなげます。 

 

≪相談機関における相談・援助活動の充実≫ 

○ 民生委員・児童委員、主任児童委員、母子愛育班員、母子保健推進員などの相談・援助活動の

ほか、子育てや家庭に関する専門的な相談機関での相談・支援、気軽に相談できる電話相談事業、

メール相談等の充実に努めます。 
 

≪児童虐待防止の広報啓発≫ 

○ チラシ・ポスターの配布や講演会を行うなど、児童虐待防止やＤＶ（ドメスティック・バイオ

レンス）が子どもに及ぼす影響等について広く県民に広報啓発を行います。併せて、早期発見・

早期対応の観点から、全国児童相談所共通ダイヤル「189（いちはやく）」やＤＶに関する相談

先についての周知を行い、相談・支援につながりやすい仕組みづくりを進めます。 

 

≪関係機関との連携強化≫ 

○ 児童相談所と市町その他の関係機関との適切な役割分担、連携を図るため、児童相談所は、市

町をはじめ、学校、警察、医療機関、児童福祉施設、保健所その他の関係機関との連携の強化を

推進します。 

 

○ 市町の相談体制の充実を促進するため、児童相談所を中心として、児童虐待に関する各種情報

の提供、技術的助言、連絡調整、職員研修の実施など、市町への支援に努めます。また、市町の

要保護児童対策地域協議会において、児童相談所が技術的助言を行うなど、協議会の機能強化や

効果的運営を支援します。 

 

○ 介入的な関わりを要するなど対応が困難なケースには児童相談所が主体的に関与することを

１０ 児童虐待防止対策の充実 
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前提として、ケースに関する市町との積極的な情報共有、支援方針の協議などの協働に努めます。 

○ 児童虐待を受けた子どもや保護者に対する医療的ケアの重要性を踏まえ、地域の医療機関との

協力、連携体制の充実を図るとともに、児童相談所が援助方針の検討を行うに当たっては、必要

に応じて医師等の助言も活用します。 

 

○ 児童虐待を受けた子どもと家族の自立のため、市町の要保護児童対策地域協議会において、市

町、学校などの関係機関が情報共有を図るとともに、長期的な支援に努めます。 

 

（３）児童虐待発生時の迅速・的確な対応 

○ 児童相談所におけるケースの組織的な管理・対応、適切なアセスメント等を可能とするための

職員の適切な配置、法的・医学的・教育的な専門性を要する対応を行うための体制強化、保護者

への指導・支援を行うための専門性の確保等を図ります。 

 

○ 児童相談所において、市町や警察などの関係機関と連携し、児童虐待を受けた子どもの安全確

認や安全確保のため、迅速な対応を行います。また、必要があるときには、立入調査や裁判所の

許可を得て臨検・捜索を行います。 

 

○ 一時保護を必要とする子どものニーズや特性に応じた個別的なケアを行えるよう、児童相談所

の一時保護所のほか、児童養護施設や里親等への委託一時保護を活用するなど、多様な受け皿の

確保を図ります。 

 

○ 委託一時保護が行われた子どもへの個別的なケアを行う一時保護専用施設を設置する社会福

祉法人を支援します。 

 

（４）虐待の再発防止・自立支援 

○ 児童虐待の再発防止のため、児童相談所等において、児童虐待を行った保護者等に対する家族

再統合プログラムを実施します。 

 

○ 児童虐待を受けた子どもと家族の自立のため、市町の要保護児童対策地域協議会において、市

町、学校などの関係者が情報共有を図るとともに、長期的な支援に努めます。 

 

（５）児童虐待による死亡事例等の重大事例の検証 

  ○ 児童虐待による死亡事例など、児童虐待を受けた子どもがその心身に著しく重大な被害を受け

た事例が生じた場合は、当該事例について検証を行い、その結果に基づき必要な措置を講じ、死

亡事例等の再発防止のための措置を講じるとともに、市町が行う検証を支援します。 

 

（６）ヤングケアラー支援体制の強化 

  ○ 市町、学校、地域の福祉関係者など関係機関との連携を強化し、ヤングケアラーの子どもやそ

の家族を相談や必要な福祉サービスにつなげるなどの取組みを推進するため、関係機関職員等の

資質向上研修を行うとともに、相談窓口の周知など、子どもを相談に導くための情報提供に努め

ます。 
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（１）家庭と同様の環境における養育の推進 

≪家庭養育の推進≫ 

○ 社会的養育は、できる限り家庭的な環境の中で、特定の大人との継続的で安定した愛着関係の

もとで行われる必要があります。そのため、家庭以外の場所における代替養育を検討する場合は、

原則として、家庭的・個別的なケアを行える里親委託等（里親、小規模住居型児童養育事業（フ

ァミリーホーム））を優先して検討します。 

 

○ 里親委託を推進するため、里親制度の普及啓発により新規里親の開拓を行うとともに、里親に

対する研修会や相談支援の実施、里親相互の連絡や情報交換の場の提供、里親の休息のために一

時的に委託児童を児童養護施設や乳児院で預かるレスパイト・ケアの実施など、里親に対する支

援の充実に努めます。 

 

○ 児童虐待等の行為により、心身に有害な影響を受け、保護者からの養育を受けることが困難な

子どもたちについては、専門里親を活用することにより、家庭的な環境のもとで養育を行うとと

もに、家庭復帰を前提として問題性の改善や治療を図り、自立を支援します。 

 

○ 家庭養育の推進のため、養育者の住まいで一定人数の子どもたちを養育する小規模住居型児童

養育事業（ファミリーホーム）を促進します。 

 

 
 

養育里親 

何らかの事情により、保護者のいない子ども、または保護者に監護させることが不
適当な子ども(以下「要保護児童」という。)を、養育していただく里親です。養育の
経験と専門的知識を生かし、児童虐待を受けた子どもや非行、発達障害など特別なニ
ーズを有する子どもを養育していただく専門里親も含まれます。 

所定の研修を修了していることが認定要件になります。 

親族里親 
 保護者が、死亡、行方不明または拘禁等により、子どもを養育できなくなったとき
に、子どもの扶養義務者およびその配偶者である親族で、適当と認められた方に養育
していただく里親です。 

養子縁組 
里親 

 要保護児童について、養子縁組によって養親となることを希望される方に、その方
との養子縁組が成立するまで養育していただく里親です。 

 

≪家庭的養育の充実≫ 

○ 児童養護施設等（児童養護施設、乳児院、児童心理治療施設、児童自立支援施設）における養

育について、できる限り家庭的な養育環境（小規模グループケア、グループホーム）の形態とし

ていくため、施設の小規模かつ地域分散化を推進するとともに、高機能化および多機能化、機能

転換に向けた取組みを支援します。また、これらの取組みを進めるに当たっては、市町と連携し、

地域の理解と協力が得られるよう努めます。 

 

 

１１ 社会的養育の充実 

里親の種類 
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（２）児童養護施設等の施設におけるケアの充実、人材の確保・育成 

○ 児童養護施設等におけるケアの充実を図るため、子どもへの個別面接等を行う個別対応職員、

保護者等への支援を行う家庭支援専門相談員、里親委託の推進と里親支援の充実を図る里親支援

専門相談員、虐待を受けた子ども等に心理療法を行う職員、医療的ケアを行う看護師、自立支援

計画の作成・進行管理や職員の指導を行う基幹的職員（スーパーバイザー）の配置を推進します。 

 

○ 児童養護施設等に入所している子どものうち、家庭への一時帰省が困難な子どもに対し、週末

や休暇期間中などに、短期間、家庭生活を体験してもらう施設入所児童家庭生活体験事業を推進

します。 

 

○ 児童自立支援施設については、発達障害児・被虐待児童への個別指導、親子関係改善への支援、

退所後のアフターケアなどの機能向上を図ります。 

 

○ 代替養育の質を確保するため、その担い手となる職員の確保とその専門性の向上のための研修

を実施します。 

 

（３）自立支援の充実 

○ 代替養育を受けていた子どもが地域生活を送るために必要な支援が得られるよう、相談体制の

整備に努めます。 

 

○ 児童養護施設等を退所し、就職する子ども等の社会的自立を促進するため、必要に応じ、居住

費や生活費に関する支援を行います。 

 

（４）家族支援、地域支援の充実 

○ 親子関係再構築、家庭復帰に向けた家庭環境の調整、家庭復帰後の児童虐待の再発防止などの

家族支援のため、施設職員の研修等による家族支援体制を強化し、児童家庭支援センターの積極

的活用を図るとともに、児童相談所、市町など関係機関との連携を推進します。 

 

○ 母子生活支援施設については、児童相談所や婦人相談所、配偶者暴力相談支援センター、福祉

事務所等と連携し、母親と子どもとの関係性に着目した支援を推進します。 

 

（５）子どもの最善の利益の優先に向けた取組み 

○ 児童養護施設等において、子どものプライバシーに配慮した生活環境の整備に努めます。 

 

○ 児童養護施設等において、第三者機関による苦情解決制度など、意見や苦情を密室化させない

制度の普及・充実に努めます。 

 

○ 児童養護施設等におけるサービスの質の向上や利用者が福祉サービスの内容を十分把握でき

るようにするため、福祉サービス第三者評価の実施を促進します。 
 

○ 児童養護施設等に入所する子どもへの虐待の禁止について、施設職員等への周知を徹底すると

ともに、入所児童等や関係機関への周知等その予防に取り組みます。 

 

○ 児童養護施設等に入所する子どもの虐待に関する通告や子どもからの届出があった場合の措

置等に関して、被措置児童等虐待対応ガイドラインに沿って適切に対応します。 
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○ 児童養護施設等に入所する子どもの生活の様々な場面において、子どもの権利を保障するため、

子どもの意見表明の機会の確保に向けた取組みの推進に努めます。 
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（１）地域の療育的支援体制の整備・充実 

○ 障害のある子どもが十分な教育や療育を受けられるための合理的配慮及びその基礎となる環

境整備の充実を図るとともに、能力や可能性を最大限に伸ばし、積極的に社会に参加できるよう、

一人ひとりの障害特性等に応じた教育や療育を行います。 
 

○ 地域において通園できる療育の場として、放課後等デイサービスや児童発達支援の普及を図る

とともに、これら障害児通所施設の確保に努めます。 
 

○ 児童発達支援センターの設置を促進し、医療機関や保育所等と連携を図りながら保育所等訪問

支援や専門的支援を行うことにより、発達に不安のある子どもへの早期対応や専門的な訓練等が

必要な学齢期の児童に対する適切な対応に努めます。 
 

○ 在宅の障害のある子どもの地域における生活を支えるため、身近な地域で療育指導等を受ける

ことができるよう、社会福祉法人等に委託して、訪問や来所による各種の相談・指導を行います。 
 

○ 障害のある子どもたちを地域で支えるボランティアやＮＰＯの活動を支援します。 
 

○ 在宅の重症心身障害児が日常生活での基本的な動作に関する支援等を受けることができるよ

う、児童発達支援、居宅訪問型児童発達支援および放課後等デイサービスの充実に努めます。 
 

○ 育成医療の給付および補装具、日常生活用具の給付事業を行い、障害のある子どもの福祉向上

を図ります。 
 

○ 発達障害について、保護者をはじめ関係機関や地域住民の理解を深めるために、講演会の開催

やパンフレット配布、世界自閉症啓発デーの取組み等、普及啓発に努めます。 
 

○ 障害のある子どもが地域の人々や子どもと様々な機会を通じてともに活動し、ふれあう機会を

積極的に設けることにより、障害のある子どもに対する理解や権利についての普及啓発に努めま

す。 
 

○ 障害のある子どもの健全な発達を支援するため、保育所、認定こども園等における障害児等の

保育を促進します。 

 

（２）発達障害児への支援 

○ 市町が行う法定の１歳６か月児や３歳児健康診査や、５歳児健診などを通じ、発達に不安のあ

る子どもの早期発見、早期対応に努めるとともに、市町等において継続的な相談や支援が行える

よう体制の整備を促進します。 
 

○ 情緒不安定や自閉傾向のある子どもを対象に、心身の健全な発育や運動機能の発達を促すため

の親子の運動教室（かるがも教室）を開催します。 
 

○ 自閉症、注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ）、学習障害（ＬＤ）等の発達障害について、すべての

教員の理解を進めるとともに、特別支援教育コーディネーターに対する専門的な研修の充実を図

るなど、教員の資質向上に努めます。 

１２ 障害児施策の充実 
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○ 発達障害の支援体制の中核的・専門的機関である発達障害者支援センターにおいて、発達障害

児に対する相談支援、発達支援、就労支援を行うとともに、地域支援マネジャーおよび地域支援

体制マネジメントチームと協力し、関係機関に対するコンサルテーションや困難事例への対応に

ついてのバックアップなどの支援を行い、地域における支援体制の強化を図ります。 

 

○ 地域において発達障害児支援を行う人材を育成するための研修会を実施します。また、個別支

援計画の作成の促進や、関係機関の連携等による一貫した支援を行うための適切な助言を行うこ

とにより、支援体制の充実に努めます。 

 

○ ペアレントメンターの養成・派遣により、発達障害児等の保護者に対する身近な相談支援体制

の充実を図ります。 

 

（３）特別支援教育の推進 

○ 障害のある子どもの自立や社会参加に向けた主体的な取組みを支援するという視点に立ち、イ

ンクルーシブ教育システムの理念のもと、子どもたち一人ひとりの教育的ニーズを把握し、その

持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善または克服するため、適切な指導や必要な支援を行

います。 

 

○ 乳幼児期から社会参加に至るまで、一貫性のある切れ目ない指導や支援を行うために、早期か

ら家庭や医療、保健、福祉、労働等の関係機関との連携体制の整備を図るとともに、指導につい

ての情報や合理的配慮の状況等が学校間や関係機関・関係者間で確実に引き継がれるよう、情報

提供や情報共有の体制整備を図ります。さらに、特別支援学校においては、地域の特別支援教育

の拠点として、小・中学校などへの教育相談や研修の実施など、センター的機能の一層の充実を

図ります。 

 

○ 幼児児童生徒の障害の重度・重複化や教育の内容、方法の変化に対応した施設、設備の整備な

ど、教育環境の整備、充実に努めます。 

 

○ 私立幼稚園における障害のある子どもの就園の機会の拡大を図ります。 

 

（４）医療的ケア児への支援 

○ 医療技術の進歩を背景として、日常的に、たんの吸引や経管栄養など医療的ケアが必要な障害

児等が適切な支援が受けられるよう、保健、医療、福祉、保育、教育等の関係機関が連携し、支

援体制の構築に努めます。 

 

○ 医療的ケア児等やその家族等が地域で安心して暮らし続けられるよう、医療的ケア児等に対す

る専門的な知識と経験を持つ医療的ケア児等コーディネーターの養成を行います。 

 

○ 医療的ケア児等やその家族等が、ライフステージを通じて適切な支援が受けられるよう、保健、

医療、福祉、保育、教育等を担う人材の確保と資質の向上に努めます。 
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【数値目標・計画値】 

 

 目標・計画項目 計画策定時 
目標・計画 

（令和６年度） 

２ 
乳幼児健康診査の受診率 

（１歳６か月児） 
95.6%（H29） 97.0% 

３ 
乳幼児健康診査の受診率 

（３歳児） 
94.0%（H29） 97.0% 

４ 全出生数中の低出生体重児の割合 8.6%（H29） 減少傾向 

５ 
10 代の人工妊娠中絶実施率（15 歳以

上 20 歳未満の女子人口千対） 
5.2％（H29） 

現状値 2.7％（R３）か

らの減少 

６ 保育所等利用待機児童数 
Ｈ31 年度当初 182 人 

R1 年度途中  313 人 

年度当初 0 人 

年度途中 0 人 

７ 
利用者支援事業実施箇所数 

（基本型・特定型・母子保健型） 
31 か所（H31.4） 3６か所 

８ 地域子育て支援拠点事業実施箇所数 98 か所（H31.4） 101 か所 

９ 
放課後児童クラブ実施箇所数 

(支援の単位数) 
282 か所（R1.5） 32８か所 

10 
保育士人材バンクを通じて復職した保

育士数（累計） 
327 人（H25.8～R1.7） 

290 人 

（R2～R6） 

11 
家族再統合プログラム実施件数 

（累計） 
74 件（H30） 

756 件（R2～R6） 
※目標値に関わらず、プロ

グラム実施の必要性がある

場合には、追加実施する 

12 養育里親登録数 57 世帯（H31.4） 87 世帯 

13 里親等委託率 25.9％（H30） 35.2％ 

14 

医療的ケア児等に対する関連分野の支

援を調整するコーディネーターの配置

人数 

０人（H30） １７人 

 ※７～９については、計画値を記載。 
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≪課 題≫ 

○ 社会全体で子育てを応援する機運を高めながら、安心して子どもを生み育てられる環境づくりに

取り組む必要があります。 

〇 若者が社会的、経済的に自立できるよう、望ましい勤労観の育成などの支援を進めていくことが

重要です。 

〇 県内企業の育児休業制度の女性の利用率は９割を超えているものの、男性の利用率は１割を下回

っており、出産・育児を理由に離職を余儀なくされる女性は依然として多い状況です。 

○ 就労の継続を希望しているにもかかわらず、仕事と子育ての両立が困難であるという理由で、出

産を機に退職する女性が少なからずいます。また、子育て期である 30 代、40 代の男性の長時間

労働は高い水準であり、父親の子育ての意識や意欲は高まってきているものの、子育て期の父親の

家事・育児時間は依然として少ない状況です。 

〇 晩婚化・晩産化の進行や未婚率の上昇が出生数の減少に影響を与えていることから、結婚を希望

する男女の出会いの機会の提供や、結婚を応援する機運を高める取組みを行う必要があります。 

○ 結婚、妊娠・出産、子育て、仕事を含めた将来のライフデザインを希望どおり描けるようにする

ためには、その前提となる知識・情報を適切な時期に得ることが重要です。 

○ ひとり親家庭等では、子育てと生計の担い手という二重の役割をひとりで担うこととなり、厳し

い経済状況下で、子どもの養育、収入、仕事、住居等の面でさまざまな困難に直面し、心身ともに

大きな負担となっています。 

〇 子どもの現在及び将来がその生まれ育った環境によって左右されることなく、すべての子どもた

ちが夢と希望を持って成長できる社会を実現する必要があります。 

〇 妊婦や子ども連れが安心して遊べる場の整備など、子どもや子育て家庭にやさしいまちづくりと

ともに、子どもが心身に深い傷を残す性犯罪等の被害や交通事故に遭わないように、安全で安心で

きるまちづくりが必要です。また、子どもの非行を防止するとともに、インターネット等による有

害情報から子どもを守る必要があります。 

○ すべての子どもが質の高い教育を受け、能力や可能性を最大限伸ばして自分の夢に挑戦すること

ができるよう、教育環境の充実を図る必要があります。 

○ 技術革新やグローバル化が進展する一方、人口減少や地域のつながりの希薄化など社会が急激に

変化する中で、子どもたちが抱える問題も多様化しています。 

〇 ゲームやインターネットの過剰な利用は、自分の欲求をコントロールできなくなる依存症につな

げることや、睡眠障害、ひきこもりといった二次的な問題まで引き起こすことなどが指摘されてお

り、ネット・ゲーム依存対策は、家庭や学校を含む社会全体で対応していく必要があります。 

 

  

Ⅲ みんなで子育て 
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≪施策の方向性≫ 

○ 官民一体となって社会全体で子どもと子育て家庭を支援していく取組みを進め、誰もが助けを得

ながら、夢と仲間を持って子育てができる社会の実現を図ります。 

〇 若者が本県に魅力を見出し、進学などで転出しても戻ってくるよう、また、県内出身者だけでな

く、県外からの若者の移住者の増加、定住促進につながるよう魅力ある環境づくりに取り組みます。 

○ 子どもが自立した個人として成長し、社会的、経済的にも自立できるよう、望ましい勤労観や職

業観の育成、安定就労への支援を推進します。 

〇 男性の家事・育児参画の促進や、女性の就労支援・活躍支援に取り組むとともに、県内経済団体

とも連携し、結婚・子育てを応援する機運の醸成を図ります。 

〇 育児休業制度の普及定着など、働きながら子育てしやすい雇用環境の整備を促進するとともに、

労働者が、健康で、かつ、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）が図れるよう、従来の

働き方を見直す「働き方改革」を推進します。 

〇 未婚化・晩産化の流れを変えるため、結婚を希望する男女の出会いの機会の創出や結婚をサポー

トする取組みを行うとともに、市町や企業、団体等と連携して結婚や家庭生活について前向きに考

えることができる情報を提供し、結婚を希望する男女を応援する機運づくりや、これから結婚を迎

える若い世代が早くから結婚・妊娠・出産・子育てを含んだ人生設計を考えることができるように

取り組みます。 

〇 すべての子どもが健やかに育つことができるよう、ひとり親家庭や子どもの貧困対策の推進に取

り組みます。 

○ 親子の心と体の健康の推進を図るとともに、学童期・思春期から成人期に向けた保健対策を推進

します。 

〇 公共的施設や道路交通環境などの生活環境において、広く子育てバリアフリーを推進するととも

に、子どもが安心して集い遊べる場、自然とふれあえる場などの環境整備を進めます。 

○ 確かな学力を育成し、一人ひとりの能力や個性、創造性を伸ばす教育を推進するとともに、豊か

な人間性や社会性、健康でたくましく生きるための資質を培う教育を進めます。 

○ 社会や時代の要請に対応し、教育内容等の充実に努めるとともに、地域の要望や期待を適切に反

映した特色ある学校づくりを進めるなど、家庭や地域と連携し、子どもたちの教育や親の学びの応

援に取り組みます。 

○ 犯罪被害や交通事故から子どもを守るため、安全で安心なまちづくりを地域と連携して推進しま

す。 

○ 子どもの非行防止を推進するため、専門的な相談体制を強化し、学校、家庭、地域、関係機関と

のネットワークを充実させるとともに、子どもたちが有害情報に巻き込まれないよう、地域、学校、

家庭における情報モラル教育を推進します。 

〇 子どもの心身の発達に悪影響を及ぼす可能性のあるネット・ゲーム依存について、依存状態に

陥ることを未然に防ぐための正しい知識の普及啓発や相談支援、医療提供体制の充実など、総合

的な対策を推進します。 
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（１）地域における子育て支援のネットワークづくり 

○ 行政、関係団体、ＮＰＯ等による地域における子育て支援のネットワークづくりを進め、地域

全体、社会全体で子育て支援に取り組めるよう推進します。 

 

○ 親が安心して子どもを生み育て、子どもが将来に夢を持って健やかに育つ環境を築くため、地

域や学校・企業等が協調しながら、親子をあたたかく見守り支える機運を社会全体で高めていき

ます。 

 

（２）子育て支援に関する情報の提供 

○ 子育て支援のための各種制度や団体等の取組みなど、子育て家庭が必要とする子どもや子育て

に関する情報について、インターネット等を活用した広報を行うとともに、冊子や広報誌など多

様な広報媒体を活用し、効果的な情報発信に努めます。 

 

（３）社会全体での子育て支援やみんなで子どもを育む意識の啓発  

≪官民一体となった子育て支援の推進≫ 

○ 社会全体で子育て家庭を応援するため、行政、家庭、学校、地域、企業、NPO、関係団体が参

加した、かがわ子育て支援県民会議による「かがわ育児の日」の取組みの普及を図ります。 

 

        かがわ子育て支援県民会議との協働による 

    社会全体で子どもを育む意識啓発の取組み 

    

 

○ 県内の企業や小売店舗、団体等に子育て支援の取組みを働きかけるとともに、子育て支援に積

極的に取り組んでいる団体等の顕彰に努めます。 

 

○ 「かがわ育児の日」を中心に子育て家庭向けに商品の割引・特典などのサービスを提供し、地

域の子育て支援に貢献する企業・店舗・施設の取組み「みんなトクだね応援団」や多子世帯向け

の「さんさんパスポート」について、サービス内容の充実を図るなど、取組みを推進します。 

 

○ 少子化や次世代育成支援について考えるイベントなどを、ＮＰＯ等関係団体と共催することに

より、次世代育成支援に対する県民一人ひとりの理解や意識を高め、地域全体で子育てを支援す

る機運の醸成に努めます。 

 

○ 「児童福祉月間」、「家族の日」、「家族の週間」、「家庭教育啓発月間」、「家庭の日」や「みんな

で子どもを育てる日」など、さまざまな機会を通じて、家庭の果たす役割の大切さや子育て・家

庭教育の重要性などについて啓発活動を推進します。 
 

○ 「かがわ子ども・若者育成支援ビジョン」に基づき、香川の子ども・若者がそれぞれの能力や

個性をきらめかせ、自分の人生と社会の未来を切り拓くことができるよう家庭、学校、地域住民、

１ 社会全体で子どもを育む機運の醸成 
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企業、民間団体、その他の関係機関と連携・協力を図りながら、県民が一体となって子ども・若

者の健全育成に取り組むよう啓発活動を推進します。 

 

○ 児童憲章や児童の権利に関する条約の趣旨を踏まえ、すべての子どもが差別や権利侵害を受け

ることがないよう子どもの最善の利益の優先に努めるとともに、人格を持った一人の人間として

尊重されるよう、さまざまな機会と媒体を活用した啓発活動を推進します。 

 

≪「みんなで子どもを育てる県民運動」の推進≫ 

○ 「みんなで子どもを育てる県民運動」をより一層促進するため、各種キャンペーン事業の実施

や県民運動推進大会の開催、「みんなで子どもを育てる日」の推進などにより、県民運動の普及啓

発を図ります。 

 

〇 「みんなで子どもを育てる県民運動」を地域ぐるみの自主的・自発的な運動として定着させる

ため、市町民会議と校区会議の連携を図るとともに、校区会議の活性化に向け支援を行います。 

 

〇 県民運動推進の指導者養成のため県民運動推進員の研修を行い、校区における推進リーダーの

養成を図ります。 

 

（４）ささえあい安心して子育てできる体制の構築 

○ 母子愛育会や子育て支援ＮＰＯ、子育てサークルなどの地域にある組織・団体を活用して、子

育てについて親同士で対話し、また、子育ての不安について子育て経験者と一緒に考える機会を

設け、妊産婦や子育て中の親を孤立させない地域づくりをめざします。 

 

≪子育てサークルの活動支援≫ 

○ 子育てサークルへの育児情報の提供、活動状況の把握、活動についての周知、子育てボランテ

ィアとの連携等によりその活動を支援することで、地域全体で子育て支援が行われるよう努めま

す。 
 

≪児童健全育成関係団体などの育成≫ 

○ 母子愛育会、子ども会、ＰＴＡなど児童・青少年の健全育成関係団体の育成を図ります。 

 

≪市町の地域コミュニティ推進の支援≫ 

○ 市町、地域住民や団体等が実施する地域コミュニティの育成や活動の活性化を図る事業を支援

します。 
 

≪民生委員・児童委員、主任児童委員活動の充実≫ 

○ 民生委員・児童委員や主任児童委員に対する研修の実施などにより、子どもや家庭に関する相

談・援助活動の充実を図ります。 
 

≪子育てを支援するボランティア活動の促進≫ 

○ 子育てボランティア活動に関する情報・資料の収集・提供や、ボランティアの人材育成のため

の研修などを通じ、ボランティアが地域の中で継続的に活動しやすい環境づくりを促進します。 
 

○ 活力・意欲のあるシニア層に対して、子育て支援活動に必要な知識・技能を学ぶための研修な

どを通じ、活動へのボランティア参加を働きかけ、子育て支援の担い手の多様化を図ります。 



 

- 77 - 

 

 

（５）地方で働きたいと思える魅力的な働く場の創出・就職支援 

≪県内就職の促進≫ 

○ 「香川県就職・移住支援センター（ワークサポートかがわ）」や東京・大阪事務所等において、

きめ細かなマッチング支援や県内企業の情報発信等を行い、若者の UJI ターン就職等を促進しま

す。 

 

≪若者に魅力のある働く場の創出≫ 

○ 若者にとって魅力的で、将来の成長が見込まれる情報通信関連産業の育成・誘致に取り組み、

若者の働く場を創出するとともに、「Setouchi-i-Base」を拠点として、イノベーションを促す

活動・交流の場の提供、仕事づくりにつながるビジネスマッチング支援等を行い、デジタル人材

を育成します。 

 

≪若者の職業的自立の支援≫ 

○ 若年者が自己の職業適性や将来設計について考える機会となり、主体的な職業選択や高い職業

意識の育成が図られるよう、企業現場の見学会や実習・研修的な就業体験であるインターンシッ

プへの支援に取り組みます。 

○ 若年者が自立し、安定した職業生活や家庭生活を営むことができるよう、ニート・フリーター

等に対する個別相談の実施や、セミナー開催、就労体験等による就業意欲の醸成を図るとともに、

若年者と企業とのミスマッチを解消するため、職業訓練から職業選択、就職に至る一貫した支援

を行い、若年者が自ら職業意識や職業能力を身につけ、望ましい職業人となれる環境づくりに取

り組みます。 

○ 職業経験が十分でない若年者を対象とした就労支援施策について周知し、正規就労をめざす若

年者の安定就労を促進します。 
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（１）多様な働き方の実現と働き方の見直し 

○ 働く人々がそれぞれの事情に応じた多様な働き方を選択できるよう、「働き方改革」の推進に

向けた普及啓発に努め、県民の意識の向上に努めます。 

 

○ 次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主行動計画の策定が従業員数 100 人を超える企

業には義務付けられている中、策定が努力義務とされている従業員数 100 人以下の中小企業に

対して、計画の策定を働きかけることにより、労働者が働きやすい雇用環境の整備を行う事業主

の取組みを促進します。 

 

○ 子育て期には、仕事と子育てを両立できるよう、育児休業、短時間勤務や子どもの看護休暇制

度などの利用の促進に努めるとともに、子育て行動計画策定企業認証マークの取得を推進します。

また、働き方改革や男女共に安心していきいきと働き続けることができる環境づくりに取り組む

企業の表彰など、積極的な取組みを行う企業を奨励することにより、働きやすい職場環境づくり

に向けた機運を醸成します。 
 

○ 働くすべての人が、仕事と生活のバランスがとれた多様な働き方を選択でき、家庭生活や地域

に一層関わることができるよう、広報啓発や学習機会の提供などに努めます。 

 

○ 農林水産業は、生活と生産の場が一緒になりがちで労働時間等が曖昧になりやすい傾向がある

ため、家族経営協定の推進により、就業条件や家事・育児を含めた役割分担を整備するとともに、

法人化等、企業的な経営管理が可能な経営体の育成を推進します。 

 

（２）育児休業を取得しやすい環境の整備 

○ 当事者や経営者・管理職を含めた職場の意識改革を促すとともに、男性の家事・育児参画を促

すための研修等を実施するほか、男性の育児休業の取得促進に取り組む企業を支援することで、

男性が育児休業を取得し、育児に参加できる環境の整備に努めます。 

 

○ 育児休業制度の定着を図るため、制度の趣旨や内容についてホームページ等による広報啓発を

行い、育児休業制度の周知啓発に努めます。 

 

○ 子育て家庭が子どもとふれあう時間を十分確保できるよう、育児中の時間外労働の制限や深夜

業の免除などについて、周知啓発を図ります。 
 

○ 育児休業を取得した労働者が円滑に職場復帰できるよう取り組む事業所に対する支援制度に

ついて、周知啓発に努めます。 

 

○ 育児休業の取得を促進するため、育児休業給付金等の経済的な支援制度について、周知啓発に

努めます。 

 

  

２ 仕事と家庭生活の両立支援 
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（３）働きながら子育てをしやすい環境の整備 

≪雇用環境の整備≫ 

○ 労働基準法や男女雇用機会均等法による妊娠中や出産後の母性保護規定等の周知を図り、母性

保護や母性健康管理の適切な実施等に努めます。 

 

○ それぞれの事情に応じて、男女ともに働きながら、子育てが可能となるよう、育児休業等を取

得しやすい雇用環境の整備を促進します。 

 

○ 自らの意思により、妊娠、出産、子育て期を経ても働き続けることを望む女性が、その個性と

能力を十分に発揮し、活躍することができるよう、職業能力の開発や雇用環境の改善、ワーク・

ライフ・バランスの推進を図ります。 

 

≪事業主の取組みの促進≫ 

○ 仕事と育児・介護を両立するための制度の一層の定着促進を図るとともに、労働時間の短縮等

の就業条件の整備と労働福祉の充実など、育児や介護を行う労働者が働き続けやすい雇用環境を

整備する企業を支援します。 

 

○ 優れた一般事業主行動計画を策定し、働きながら子育てしやすい職場環境づくりに取り組む県

内の中小企業（常時雇用者数 100 人以下）を「子育て行動計画策定企業」として認証します。

また、働き方改革や男女共に安心していきいきと働き続けることができる環境づくりに取り組ん

でいる企業等の自主宣言である「かがわ働き方改革推進宣言」や「かがわ女性キラサポ宣言」を

県ホームページで広報するなど、その取組みを支援します。 

 

 

 

 

 

 

≪子育てのために退職した者の再就職支援等≫ 

○ 出産や育児などを理由に退職した者の再就職の機会を確保するため、事業主に対する再雇用制

度の普及啓発に努めるとともに、再就職希望者への支援制度の周知を図ります。 

 

○ 再就職を希望する退職者等のニーズを踏まえた職業訓練の充実・強化を図り、職業能力の開発

を支援します。 

 

○ 育児中の求職者が安心して求職活動ができるよう、保育所の受入体制の充実を図るとともに、

求職中も一時預かり事業など地域子ども・子育て支援事業の利用ができることについて、周知に

努めます。 

 

子育て行動計画策定企業

認証マーク 

かがわ女性キラサポ宣言 かがわ働き方改革推進宣言 
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○ 子育て中の女性の正規雇用での就職を支援するため、子育てを応援する企業等からの女性向

け求人の開拓や相談対応など、女性求職者と県内企業とのマッチング支援を強化します。 
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（１）結婚を希望する男女の出会いの機会の創出 

○ 結婚を希望する男女の出会い・結婚をサポートする拠点である「かがわ縁結び支援センター

（EN-MUSUかがわ）」において、１対１の個別マッチングによるお見合い事業や登録企業・団

体等が実施する婚活イベントの支援等に取り組みます。 

 

〇「縁結びおせっかいさん」が、縁結びマッチングでのお引合せへの立ち会いやカップルへの交際

フォロー等を効果的に行うことができるよう、研修会や交流会を開催し、おせっかいさんのスキ

ルアップに取り組みます。 

 

○ 結婚を希望する男女やその家族等を支援するため、身だしなみ、コミュニケーション等につい

てのセミナーや個別相談会等を開催します。 

 

○ かがわ縁結び支援センターの取組みやイベント等の情報を、センターのホームページやフェイ

スブック等の SNS を活用して発信するほか、県・市町広報誌へ掲載するなど、幅広い広報活動

を実施します。 

 

（２）市町や企業・団体等と連携した結婚を応援する機運づくり 

○ 企業・団体等と連携し、独身男女が結婚や家庭生活について前向きに考えることができる情報

提供等を行うことにより、結婚を希望する男女を応援する機運づくりに努めます。 

 

○ 市町や企業・団体等で構成するかがわ子育て支援県民会議等と連携し、それぞれの立場ででき

る結婚支援に取り組むなど、結婚を希望する男女を応援する機運づくりに努めます。 

 

○ 県が認定した、顧客に結婚支援等に関する適切な情報提供を行う店舗等と連携し、結婚を希望

する男女やその家族等に対して効果的に結婚支援情報を提供することで、結婚を応援する機運づ

くりに努めます。 

 

 

  

３ 結婚を希望する男女の応援 
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（１）子育てマインドの形成 

○ 将来親となる中学生・高校生などの若い世代を対象に、保育所、幼稚園、認定こども園等への

訪問や乳幼児健康診査などの機会を活用した乳幼児とのふれあい体験学習などを通して、乳幼児

への理解と関心を高めるとともに、乳幼児と適切に関わることができる態度を育てます。そして、

男女がともに子育てを行う意義や子育ての喜びなど、子育てマインドの形成に努めます。 

 

（２）妊娠・出産、子育てに関する正しい知識の普及啓発 

○ 若い世代に対して、希望する妊娠・出産を実現できるよう、男女の体や妊娠・出産の仕組み、

妊娠・出産における健康的な生活や母子等の愛着形成の重要性など、妊娠・出産、子育てに関す

る医学的・科学的に正しい知識の普及啓発を図るとともに、情報提供に努めます。 

 

○ 中学生や高校生、大学生などの結婚や妊娠をイメージする前の若い世代が、結婚、妊娠・出産、

子育てを含んだ人生設計を考え、将来のライフデザインを希望どおり描けるよう、男女の体や妊

娠・出産の仕組み、妊娠・出産における健康的な生活や母子等の愛着形成の重要性など、結婚、

妊娠・出産、子育てに関する正しい知識の普及啓発を図るとともに、望まない妊娠について考え

る機会を提供します。 

 

（３）男女が協力して家庭を築くことの意識の醸成 

○ 男女が互いに協力し、家庭を築くことの重要性を認識し、家族関係をよりよくしようとする家

庭科教育の充実を図るなど、学校教育全体を通じて男女平等を推進する教育の充実を図るととも

に、学校生活の中で男女がともに協力しながら活動する機会の提供に努めます。 

 

○ 男女がともに家庭生活や地域に一層関わることができるよう、広報・啓発や学習機会の提供な

どに努めます。 
 

○ 父親の家事、子育て、地域社会活動や地域教育活動などへの積極的な取組みを促進するため、

家庭や地域、企業などに対する啓発活動を推進します。 

 

（４）父親の子育て意識の醸成 

○ 母親の子育ての不安を予防し解消するうえで必要な、父親の子育てに対する知識を深めるため、

父親の子育てについての学習機会となる両親学級等への父親の参加を促進するよう努めます。 

 

  

４ 妊娠・出産の希望をかなえる支援 
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（１）就業・自立支援の充実 

○ ひとり親家庭の親の就業を促進するため、母子家庭等就業・自立支援センターを活用し、就業

相談や講習会の実施、就業情報の提供等一貫した就業支援サービスの提供に努めます。また、就

業支援の実施に当たっては、ハローワークと十分に連携し、効果的な実施に努めます。 

 

○ ひとり親家庭の親の自立支援を図るため、自立支援教育訓練給付金や高等職業訓練促進給付金

等事業の周知を図り、積極的な能力開発の取組みを支援します。 

 

○ ひとり親家庭の親の自立を促進するため、母子・父子自立支援員による就労相談・生活支援活

動の充実を図るとともに、研修会を通して母子・父子自立支援員の資質の向上に努めます。 

 

（２）子育て・生活支援の充実 

○ ひとり親家庭等の子育てや生活への福祉事務所、母子・父子福祉団体などによる相談・支援体

制の充実を図るとともに、孤立を防ぐため、ひとり親家庭等相互の交流が円滑に行われるように

努めます。 

 

○ ひとり親家庭の親が、技能習得のための通学、就職活動、学校等の公的行事への参加、病気等

により一時的に生活援助や保育が必要な場合、または生活環境等の激変により日常生活を営むの

に支障が生じている場合に、家庭生活支援員を派遣して日常生活のサポートを行います。 

 

○ 住宅に困窮しているひとり親家庭等が、公営住宅へ優先的に入居できるよう配慮します。 

 

○ 非同居親との面会交流は、子どもの健やかな育ちを確保するうえで有意義であること、養育費

を支払う意欲につながるものであることなどから、子どもの意思を尊重したうえで、父母間の合

意がある場合には、継続的な面会交流を支援できるよう環境を整備します。また、養育費の取決

め方法や法制度に関する情報提供、相談等を行い、養育費の確保に向けた支援にも努めます。 

 

○ ひとり親家庭等の子どもの学習を支援するとともに、子ども等から気軽に進学相談を受けるこ

とができる環境の整備に努めます。 

  

５ ひとり親家庭等の自立支援の推進 
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（１）教育の支援 

○ 家庭の状況にかかわらず、学ぶ意欲と能力のあるすべての子どもが質の高い教育を受け、能力・

可能性を最大限伸ばしてそれぞれの夢に挑戦できるよう、幼児教育・保育の無償化の推進及び質

の向上、地域に開かれた子どもの貧困対策のプラットフォームとしての学校指導・運営体制の構

築、高等学校等における修学継続のための支援、大学等進学に対する教育機会の提供、特に配慮

を要する子どもへの支援、教育費負担の軽減、地域における学習支援など教育の支援を行います。 

 

（２）生活の安定に資するための支援 

○ 子どもたちが学習に集中し、教育が身につくためには、毎日の生活を、経済面だけでなく、身

体的・精神的にも安定して送れることが重要であることから、親の妊娠・出産期、子どもの乳幼

児期における支援、保護者や子どもの生活支援、子どもの就労支援、住宅に関する支援、児童養

護施設退所者等に関する支援、支援体制の強化など、生活の安定に資するための支援を行います。 

 

（３）保護者に対する職業生活の安定と向上に資するための就労の支援 

○ 安定した生活を送るためには、基本的な家計収入という点で、親の就労状況が安定しているこ

とが重要であることから、保護者に対する職業生活の安定と向上に資するための就労の支援を行

います。 

 

（４）行政、相談・支援機関、地域の役割と連携の推進 

○ 子どもの貧困対策を総合的に推進し、より効果的な支援を行うため、行政、相談・支援機関及

び地域がそれぞれの役割を担いながら、相互理解と連携意識を深め、協力して支援を実施できる

支援体制の構築に努めます。 

  

６ 子どもの貧困対策の推進 
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（１）親子の健康の増進と体力づくりの推進  

○ 乳幼児期からの望ましい生活習慣や食習慣を身につけるため、子どもと親に対する健康教育や

健康づくりに関する情報提供などに努め、健康意識の普及啓発を図ります。 

また、「健やか香川 21ヘルスプラン（第２次）」に基づき、各ライフステージに応じ、家族そ

ろって健康の増進や体力づくりに取り組む活動の促進に努めます。 

 

○ 母子保健に関する知識の普及を図るため、地域の母子愛育会が実施する家庭訪問等の愛育班活

動など、地域に密着した活動を支援します。 

 

○ 情緒不安定や自閉傾向のある子どもに対し、親子でふれあいながら運動を通して心身の健全な

発育や運動機能の発達を促すとともに、集団行動への順応性を養うための親子の運動教室（かる

がも教室）を開催します。 
 

○ 親子が気軽に参加できるスポーツやレクリエーション活動の機会と場を提供することにより、

運動や遊びの重要性に対する理解を深め、健康・体力づくりの推進に努めます。 

 

○ 学校教育の中で、子どもの体力の向上を図るとともに、心や体の健康に関する正しい知識や実

践的な能力を身につけさせるなど、健康教育の充実を図ります。 

 

（２）食育の推進   

≪生涯を通じた心身の健康を支える食育≫ 

〇 生涯にわたって健全な心身と豊かな人間性を育むために、望ましい生活習慣を身に付けるとと

もに、食に関する正しい知識と食を選択する力を習得し、健康管理と健康に配慮した食生活を自

ら行うことができるように、家庭や地域、学校、関係団体等と連携して、子どもの発育・発達段

階に応じた食育など、子どもから成人、高齢者に至るまで、生涯にわたるライフステージに応じ

た切れ目のない食育を推進します。 
 

○ 近年増加しているアレルギー疾患や生活習慣病、肥満などの子どもに対し、症状に合わせた適

切な保健指導を行うとともに、予防を含めた健康づくりに役立つ食生活の普及定着や実践をめざ

して、親と子がともに食について考えることのできる機会の提供に努めます。 

 

○ 保育所、幼稚園、認定こども園、地域型保育事業、学校において栄養バランスのとれた食事を

提供するだけでなく、子どもの発達段階に応じた食育を推進し、子どもの心身の発育・発達や健

康の保持増進に努めるとともに、生涯にわたって健康で生き生きした生活を送るための自己の健

康管理能力を育てます。 

 

○ 食生活改善推進員や地域の自主活動グループなどの地域における子どもの食に関わる人々や

関係機関・団体が連携して、食育の実践活動を推進するとともに、学校・家庭・地域が協力して、

朝食の欠食や孤食などの食習慣の乱れ、小児期からの肥満、思春期やせ症などの健康問題の改善

に努めます。 

 
 

７ 子どもを健やかに育てるための健康づくりの推進 
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○ 食育指導に関わる啓発資料などを作成し、関係機関に配布するとともに、食育に関わる情報収

集を行い、広く効果的な情報提供に努めます。 

 

≪地産地消を通じた食育の推進≫ 

○ 生産・流通・消費、教育、健康等の食に関する関係者が連携して、地産地消に関する情報発信

やイベント開催などを積極的に展開します。 

 

○ 学校給食や農業体験などを通じて、食に関する適切な判断力を養うとともに、農林水産業や伝

統的な食文化、環境と調和した食料の生産・消費等への理解を促進します。 

 

（３）子どもの疾病の予防と早期発見、早期治療の推進 

○ 先天性代謝異常等検査を実施し、早期に治療が行えるよう、医療機関等との連携を図ります。

また、小児慢性特定疾病医療支援を推進します。 

 

○ 市町が行う１歳６か月児・３歳児健康診査やそれ以降の健診等により、身体的・精神的な疾病

の早期発見・早期治療を推進します。 
 

○ 乳幼児がかかりやすい病気や起こしやすい事故について、心肺蘇生などの応急手当や、家庭に

おける看護の知識や技術の普及を図るとともに、乳幼児期の窒息、溺水、転落、転倒などの不慮

の事故を防止するため、保護者に対する啓発活動を市町と連携して行います。 

 

○ 子どもの疾病予防のため、医療機関や市町などと連携して予防接種の必要な情報を提供し接種

率の向上を図るとともに、予防接種に関する正しい知識の普及啓発に努めます。 

 

○ 学校における健康診断の結果や教職員による子どもの日常の健康観察などにより、児童生徒の

健康状態を把握し、疾病の予防や早期発見に努めます。 

 

〇 小児生活習慣病を予防するため、子どもの健康状態を把握し、子どもと保護者等に対して糖尿

病などの生活習慣病の予防と早期発見・治療に関する意識向上を図るとともに、家庭や学校、市

町等と連携して望ましい生活習慣の確立に向けた取組みを実施します。 

 

○ 学校医、保健所、保護者などと連携した学校保健の取組みを推進するため、学校保健委員会の

活動の促進に努めます。 

 

（４）親子の心の健康の推進  

○ 身体と生活が大きく変化する妊娠中から出産前後の時期は、母親の心のケアが大変重要です。

この時期の心の健康の重要性について、市町が行う両親学級や乳児家庭全戸訪問事業、乳幼児健

康診査などあらゆる機会において、妊産婦とその家族に対して周知を図るとともに、子育ての不

安や悩みに対して早期に支援を行い、保護者がゆったりとした気持ちで子育てができるよう、い

つでも相談できる体制を充実します。 

 

○ 子どもの心のより良い育ちのため、十分な愛情を持って接し、乳幼児期にしっかりとした母子

一体感を育み、母子等の愛着を形成することの重要性について、情報提供に努めます。 
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○ 子どもの心の不安や悩み、発達障害、心の病などに対して、医療、保健、福祉、教育などの各

分野が連携して取り組むとともに、子どもの心の健康づくりに努めます。 

 

（５）歯科保健対策の推進 

○ 家庭や地域における「8020（ハチマル・ニイマル）運動」の普及啓発などにより、子どもや

大人の歯と口の健康づくりに努めます。また、市町が取り組む 1 歳 6 か月児および 3 歳児に対

する歯科健康診査時に、むし歯予防や口腔の健全な発育・発達に関する保健指導の充実を図りま

す。 

 

○ むし歯予防対策として、適切な生活習慣および食生活、発達の程度に応じたブラッシング方法

等の知識の普及啓発に努めるとともに、幼児・児童等に対し、むし歯予防の効果があるフッ化物

の応用（フッ化物洗口、フッ化物歯面塗布、フッ化物配合歯磨剤等）の推進を図ります。 

 

（６）学童期・思春期から成人期に向けた保健対策の推進  

≪関係者のネットワークづくり≫  

○ 思春期やせ症（神経性食欲不振症）など思春期における健康の課題は、将来大人になった時の

心身の健康に直結するとともに、次の世代に生まれてくる子どもの健康にも影響を及ぼすもので

あり、早い時期から保健対策を推進する必要があります。この時期における子どもの性や心の問

題に対応するため、学校、家庭、市町、保健所、医療機関などが連携を図りながら、相談活動や

保健指導に努めるとともに、情報や意見交換を行います。 

 

≪思春期保健対策の推進≫ 

○ 思春期の子どもやその保護者に対して、思春期特有の心身に関する不安や悩みなどについて、

保健師等が専門的立場から出前講座等を実施するとともに、保健、教育等の関係者を対象とした

研修の充実を図ります。 

 

○ 思春期の心の健康問題（イライラ、不安、落ち込み、やる気が出ないなど）について普及啓発

に努めるとともに、思春期やせ症などの深刻な問題についても、市町、保健所、精神保健福祉セ

ンター等が連携して相談支援に努めます。 

 

○ 学校において、児童生徒が妊娠・出産等についての知識や家族計画の意義、避妊やエイズ・性

感染症予防に関する正しい知識についての理解を深められるよう、学校教育全体を通じ発達の段

階を考慮した適切な指導方法について、教職員に対する研修の充実を図ります。 

 

○ 学校において、さまざまな健康問題に対応するため、医師などの専門家を学校や研修会に派遣

するほか、保健所等と連携を図るなど、健康相談に対する支援体制の充実を図ります。 

 

○ 思春期の子どもの心に影響を与える有害情報について、規制などの必要な対策を推進すること

で、子どもたちの健全な育成を促進します。 
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（１）公共的施設等における子育てバリアフリーの推進 

○ 妊婦、子どもおよび子ども連れをはじめ、誰もが安心して、積極的に社会参加を促進するため、

「香川県福祉のまちづくり条例」に基づいた公共的施設や公共交通機関などのバリアフリー化を

推進します。また、妊産婦などの移動に配慮した社会づくりを推進するため、「かがわ思いやり駐

車場制度」の普及と適切な駐車場利用の促進を図ります。 

 

○ 妊娠初期の方など、援助や配慮を必要としていることが外見からは分かりづらい方が、周囲の

方に配慮を必要としていることを知らせることで、援助が得やすくなるよう、「ヘルプマーク」の

普及啓発に努めます。 

 

○ 親子連れの外出をサポートするための取組みとして、駅、劇場、美術館、博物館、デパートや

店舗など、公共性の高い施設への授乳室や子ども用トイレなどの整備を促進します。 
 

○ 都市公園、河川空間、海岸保全施設において、妊婦、子どもおよび子ども連れが安心して楽し

め、自然とふれあえるよう、公園における段差の解消等や、親水性のある河川空間、海岸保全施

設の整備を推進します。 

 

≪子育てバリアフリーの意識啓発等の推進≫ 

○ 市町と連携を図りながら、障害のある子どもの理解を深めるための意識啓発を行います。 

 

○ 乳幼児を持つ親などを対象とした講座や研修会、イベントなどを開催する場合には、必要に応

じて臨時の託児室の設置を促進するなど、子ども連れでも参加しやすい環境づくりに努めます。 

 

（２）バリアフリー化など安全で安心な道路交通環境の整備 

○ 子どもや子育て家庭が安心して外出できるよう、生活道路の交通安全対策を進めるとともに、

バイパス道路の整備などにより、生活道路から大型車両などの通過交通を排除します。 

 

○ 子どもや子育て家庭が安心して外出できる道路空間を確保するため、自転車やベビーカーなど

が通りやすい、幅が広く、段差のない、安全な自転車歩行者道の整備を推進するとともに、電線

類の地中化、道路照明灯の設置など、ゆとりある道路環境の整備を図ります。 
 

○ 「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」に基づき、公共交通機関における

車両等のバリアフリー化を促進します。 

 

○ 関係機関が連携し、生活道路等における歩行者等の安全・安心な通行空間を確保するための「ゾ

ーン 30プラス」の整備やバリアフリー対応型信号機の整備等を推進するほか、子どもの視点に

立った通学路の交通安全点検を行うなど、緊急性や設置の効果等を勘案しながら、より効果的な

交通安全施設の整備、交通規制の実施に努めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

８ 子どもや子育て家庭にやさしく安全なまちづくり 
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（３）子どもが安心して集い遊べる場の確保 

≪公園などの身近な遊び場の整備促進≫ 

○ 子育て家庭のゆとりある快適な生活環境の創造や、子どもや家族がともに利用できる遊び場を

確保するため、身近な街区公園、近隣公園、緑地など安全・安心で、緑のある都市公園の整備を

図ります。 

 

○ 子どもの遊びや活動の場として、公民館などの社会教育施設やスポーツ施設などの身近な施設

の活用を促進し、子どもの健全育成を推進します。 

 

≪水や緑のあるうるおいある空間の整備≫ 

○ 身近な緑の保全や都市部における緑化の推進を図るとともに、学校などの公共施設の緑化に努

め、子どもの成長に望ましい、うるおいのある環境の整備を推進します。 

 

○ 子どもや子育て家庭が豊かな自然とふれあうことができるよう、自然公園の適正管理や、園地、

休憩所、遊歩道などの利用施設の整備を図ります。 

 

○ 子どもが森林の中で遊び、自然観察など、森林や生態系に関するさまざまな体験学習ができる

場として、森林公園の整備充実を図ります。 

 

○ 河川、海岸、ため池、水路などが有する水や緑豊かな空間を活用して、多自然川づくりや親水

性のある河原づくり、親水護岸、遊歩道、広場等の整備や砂浜の復元などを行い、うるおいとや

すらぎのある水辺空間の創出に努めます。 

 

≪自然環境の保全≫ 

○ 子どもの成長や子育てにとって大切な本県の豊かな自然環境の保全に努めるとともに、生物の

多様性を確保するため、希少野生生物の保護管理を実施します。 
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（１）心豊かでたくましい児童生徒の育成 

○ これからの変化の激しい社会に生きる子どもたちに、「知識・技能」に加え、未知の状況にも対

応できる「思考力・判断力・表現力等」を育むとともに、学びを人生や社会に生かそうとする「学

びに向かう力・人間性等」の涵養を通じて確かな学力を育成します。 

 

○ 教育活動を通して、体験的な学習や問題解決的な学習などの充実を図り、ボランティア活動や

自然体験活動など多様な体験活動を積極的に取り入れ、児童生徒に豊かな人間性や社会性を育む

教育を推進します。 

 

○ 学校が児童生徒にとって楽しく学び生き生きと活動できる場であるために、教職員が日頃から

児童生徒との信頼関係を築き、正義感や思いやりの心が育まれるよう、個に応じた積極的な生徒

指導を推進します。 
 

○ 社会科や公民科での学習をはじめ、学校教育活動全体を通して、基本的人権の尊重についての

理解を深めるよう努めます。 

 

≪いじめ、不登校の防止や相談体制の充実≫ 

○ 問題行動等の未然防止や早期発見、早期対応のため、教育センターなど学校外における相談体

制の充実を図ります。学校内では、児童生徒が悩みを抱え込まず、気軽に相談できるような環境

づくりに努め、学校内の教育相談体制の充実を図るとともに、スクールカウンセラーやスクール

ソーシャルワーカーの配置や連携を推進します。 

 

○ 「中１ギャップ」に対応するため、教員のカウンセリング能力の向上や校内組織の見直しなど

を行い、児童生徒の状況に応じた指導の充実に努めます。 

 

○ 不登校の児童生徒に対するきめ細かな支援を行うため、学校、家庭、関係機関の連携を進める

とともに、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの一層の活用や、学生ボランテ

ィアの学校や教育支援センターなどへの派遣に努めます。 

 

○ 香川県いじめ防止基本方針に基づき、いじめを学校における問題として捉えるだけではなく、

教育や福祉等の関係機関をはじめとして、児童生徒を取り巻くすべての関係者がいじめ問題の解

決に向けて取り組みます。 

 

（２）一人ひとりの能力や個性、創造性を伸ばす教育の推進 

○ 児童生徒に基礎的・基本的な知識や技能を確実に身に付けさせ、これらを活用して課題を解決

するために必要な思考力、判断力、表現力その他の能力を育むとともに、主体的に学習に取り組

む態度を養い、バランスのとれた確かな学力を育成することにより、主体的に判断する生きる力

を育みます。 

 

○ 児童生徒一人ひとりの望ましい勤労観や職業観を育て、職業に関する知識や技能を身に付けさ

せるとともに、自己の個性を理解し、夢や希望をもって将来の生き方を設計し、適切に進路を選

択できるよう、発達段階に応じた系統的・継続的なキャリア教育を推進します。 

９ 確かな学力と豊かな人間性を育てる学校教育の推進 
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○ 県立高校が活力に満ち、時代の変化や社会の要請に即した多様な教育を展開することにより、

生徒一人ひとりの個性や創造性を伸ばす教育を推進します。 

 

○ 児童生徒の個性や能力、地域の実態などに応じた教育を進めるため、学校指導・運営体制の充

実に努めます。 

 

（３）社会の変化に対応した教育 

○ 国際化の進展に対応するため、広い視野を持ち、異文化を理解、尊重する態度や異なる文化を

持った人々とともに生きていく資質や能力を育成するため、外国人との交流を深めるなど、国際

理解教育を推進するとともに、外国語による実践的なコミュニケーション能力を身に付けるため、

外国語指導助手（ALT）の活用や海外語学研修等への支援に取り組みます。また、外国人児童生

徒が安心して日本で学校生活が送れるよう、受け入れ体制の整備に努めます。 

 

○ 情報や情報手段を主体的に選択し、活用する情報活用能力の育成を図るため、コンピュータや

情報通信ネットワークなどの情報手段を活用するために必要な環境を整え、これらを適切に活用

した学習活動の充実を図ります。また、情報モラルに関する指導を充実させます。 

 

○ 人間と環境のかかわりについての理解を深め、環境保全や資源の有効活用など環境に配慮した

生活や行動ができる豊かな人間性を育むため、自然体験や社会体験、リサイクル活動、緑化活動

など、幅広い環境教育を推進します。 

 

○ 科学技術の急速な進展と産業構造の変化の中、理科教育や科学教育を充実させるため、大学と

の連携による公開講座等の取組みを進めるとともに、研究者招へい講座などを実施し、将来有為

な科学技術系人材の育成に努めます。 

 

○ 児童生徒の福祉に対する理解を深めるとともに、自発的な社会参加を促進するため、社会福祉

施設における入所者との交流や介護などの体験活動、地域での福祉ボランティア活動、高齢者、

障害者、乳幼児との交流活動の機会などの充実を図ります。 
 

○ 国際化、情報化など、社会の変化に対応するための私立学校における取組みを支援します。 

 

（４）信頼される学校づくり 

○ 各分野において優れた知識や技術を有する社会人を講師として招へいしたり、学校の教育活動

に地域の人々の積極的な参加・協力を求めるなど、社会に開かれた教育課程の実現に努めます。 

 

○ 各学校においては、教育方針や特色ある取組み、児童の状況などを家庭や地域社会に説明し、

理解を求め協力を得ることが重要であることから、保護者や地域住民が学校運営に参画する学校

運営協議会制度（コミュニティ・スクール）を活用して、地域とともにある学校づくりを推進し

ます。 

 

○ 指導が不適切な教員の認定を行い、教育センター等において問題の内容や程度など個々の教員

の実態に応じた研修を実施し、指導力等の向上を図ります。 
 

○ 子どもの人権に十分配慮し、一人ひとりの個性を大切にした教育に努めるとともに、子ども同

士がお互いのよさを大切にし、認め合う学校づくりを一層推進します。 
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○ 私立学校における特色ある学校づくりを支援します。 

 

（５）教育環境の整備 

○ 子ども一人ひとりの個性を尊重し、子どもが主体的に学べる魅力ある学校づくりを進めるため、

教育内容や教育方法の多様化に対応し、学習や生活活動の場としてふさわしいゆとりとうるおい

のある施設づくりを行うなど、教育環境の整備充実を図ります。 

 

○ 教育センターにおける教員のライフステージに応じた研修や教育相談、学校や教員の教育活動

を支援するカリキュラムセンター事業などの充実に努めます。 

 

○ 私立学校における教育内容・方法の多様化に対応した教育環境の整備を支援します。 
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（１）広報啓発活動の推進 

○ 明るく楽しい家庭づくりを推進するため、毎月第 3日曜日の「家庭の日」の普及啓発に努める

とともに、ポスターなどの啓発作品の募集やカレンダーの作成・配布、家庭教育に関するイベン

トの開催などを通じて、家族のきずなの大切さや家庭の果たす役割の重要性に対する意識の高揚

に努めます。 

 

○ 家庭教育の重要性や家庭教育を社会全体で支援する必要性について、県民の理解を深めるため、

子どもたちの夏休み期間であり、家族や地域住民とふれあう機会が多くなる７月・８月の「家庭

教育啓発月間」を中心に、家庭教育に関する広報啓発活動に努めます。 

 

○ 乳幼児や児童生徒を持つ保護者を対象に、家庭教育の諸課題について必要な情報を提供し、子

どもの発達段階に応じた家庭教育に関する啓発・学習資料などを作成配布することにより、家庭

教育に関する広報啓発に努めます。 
 

○ 従業員の家庭教育を応援する取組みを行う企業等と協定を締結し、家庭の教育力の向上に努め

ます。 

 

（２）多様な学習機会や交流の場の提供と相談体制の充実 

○ 心身の健康をはぐくみ、基本的な生活習慣等を身につけるうえで重要な役割を担う家庭の教育

力の充実を図るため、保護者などに対する多様な学習機会を提供します。 

 

○ 子育て中の保護者同士が情報を交換する場を提供することにより、子育てについての気づきを

促すとともに、親同士のネットワークづくりを推進します。 

 

○ 将来子どもを非行に走らせず、豊かな心と思いやりの心を持たせるために、少年補導担当者が、

保育所、幼稚園、認定こども園に赴き、保護者等に対してチャイルドケア教室を開催し、家庭教

育の重要性について啓発に努めます。 

 

○ 子育て・家庭教育の不安や悩みを抱えた親などを支援するため、電話相談や面接相談の実施な

ど、相談体制の充実に努めます。 
 

（３）指導者の養成 

○ 子どもの地域での体験活動や交流活動を支援できる人材を養成します。 

 

（４）学校、家庭、地域の連携 

○ 地域と学校がパートナーとして連携・協働する「地域学校協働活動」を推進するための組織的・

継続的な仕組みづくりに努めます。 
 

（５）多様な体験・交流活動機会の提供 

○ 子どもがさまざまな人々との交流や生活体験、社会体験を積み重ねることによって、社会性や

地域の一員としての自覚を身につけるよう、校区会議などによる地域における多様な活動機会の

提供を促進します。 

 

１０ 家庭や地域との連携による教育力の向上 
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○ 老人クラブによる地域の見守り活動などを通じ、高齢者とのふれあい等を促進することにより、

高齢者への理解を深めます。 

 

○ 障害者社会参加推進センターの取組みや、障害児本人、家族等への情報提供などを通じて、障

害児の社会参加や交流活動を促進します。 

 

○ 内閣府事業に協力し、青年の海外派遣や諸外国の青年の受入れを行うなど、国際交流活動の機

会を提供し、活動を支援します。 

 

○ 豊かな自然の中での集団生活や野外活動などのさまざまな体験活動を通じて、子どもの豊かな

心を育むとともに、創造性や忍耐力、社会性などを養います。 

 

○ 本県の豊かで美しい自然や、快適な生活環境を将来にわたって守り育てていくためには、県民

一人ひとりが主体的に環境保全に取り組む必要があるため、家庭や地域など幅広い場において環

境教育や環境学習の機会の充実を図ります。 

 

○ 次世代のみどりづくりを担う子どもたちが、みどりを守り育てる活動を実践している「緑の少

年団」の活性化を図るため、活動に必要な支援を行います。 

 

○ 子ども会をはじめ、少年団体の活動などによる年齢の異なる子ども同士の交流など、子ども同

士の相互理解やふれあいを促進する機会の提供に努めます。 

 

○ 豊かな自然環境、作物のもつ生命力など農業・農村の持つ多面的機能に触れる農業および農村

体験学習を実施し、若い世代や子どもたちへ伝えたいくらしの知恵や伝統文化の伝承に努めると

ともに、食と農林水産業を結ぶ教育を促進します。 

 

○ 学校の余裕教室、公民館や児童館などを活用して、すべての子どもたちの安全・安心な活動場

所を確保し、放課後や週末におけるスポーツ活動・文化活動などのさまざまな体験活動や地域住

民との交流活動を支援します。 
 

○ 高度情報化の進展に対応できるよう、情報通信技術に触れる場や、情報通信技術を学ぶ機会の

提供に努めます。 

 

（６）子ども読書活動の推進 

○ 家庭での読書習慣が定着するよう、4月 23日の「子ども読書の日」にちなみ、毎月 23日を

含む週（日曜日から土曜日）を「２３
に さ ん

が６０
ろくまる

家庭読書週間」と位置づけ、子どもがいる家庭にお

いて、家族で一緒にその一週間に合計60分以上を目標に読書活動に取り組む運動を展開します。 
 

○ 保育所、幼稚園、認定こども園等における読み聞かせや学校での一斉読書活動などの取組みの

一層の普及を図るとともに、地域のボランティアによる読み聞かせやおはなし会などの活動を促

進します。 

 

○ 4月 23日から 5 月12日までの「こどもの読書週間」を中心に、市町、学校およびボランテ

ィア団体等と連携した全県的な読書啓発イベントを開催し、県民の間に広く子どもの読書活動の

意義や重要性についての理解と関心を深めるよう努めます。 
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（７）文化芸術環境の整備と文化芸術活動の促進 

○ 子どもが優れた芸術を鑑賞することができるよう、国内外の優れた舞台芸術公演や美術展覧会

を開催するとともに、県内で行われる文化芸術活動への支援を行うなど、文化芸術の鑑賞機会の

充実に努めます。 

 

○ 県の文化施設において子ども向けの創作活動事業や参加体験型事業を実施し、文化にふれあう

機会の充実に努めます。 

 

○ 幼児や小・中学生、高校生の文化芸術活動を奨励するとともに、専門的な指導を直接受ける機

会を提供し、生涯にわたって文化芸術に親しむ心を育成します。 

 

○ 県内各地に伝わる特色ある伝統芸能や民俗行事を継承し、地域の連帯感や豊かな郷土愛を涵養

するため、後継者の育成を図ります。 

 

○ 地域の文化財を積極的に活用し、子どもたちが郷土の歴史や文化を知り、地域に誇りが持てる

よう、歴史学習や体験活動を推進します。 

 

（８）社会教育施設などの整備と社会教育活動の充実 

○ 公民館や図書館などの社会教育施設の整備を促進し、体験活動や学習機会の充実に努めます。 
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（１）安全・安心まちづくりの推進 

○ 子どもが性犯罪や誘拐、声かけ事案等の被害に遭わないようにするため、関係機関・団体と連

携し、地域の犯罪情勢に応じた防犯カメラ等の設置を促進するとともに、防犯灯、防犯ベル等の

犯罪防止に配慮した構造設備等を有する道路、公園、駐車場、駐輪場の普及や住宅、店舗等の防

犯性の向上を図り、犯罪被害に遭いにくい安全で安心なまちづくりを推進します。 

 

○ 学校周辺や通学路において見守り活動等を行う地域住民や学校関係者、防犯ボランティアに対

して、地域の安全情報や活動に必要なパトロール資機材の提供等を行うとともに、協働してパト

ロールを実施するなど、支援や連携を強化します。 

 

○ 子どもが被害者となる犯罪の防止のため、各種広報誌・メールマガジンやホームページ等を活

用し、声かけ事案の発生状況等の安全情報を積極的に提供するなど、地域住民の自主防犯活動を

促進するとともに、学校等との連携を強化し、子どもに対する防犯指導を推進します。 
 

（２）被害に遭った子どもの保護の推進 

≪少年相談体制の整備≫ 

○ 少年サポートセンターを中核とした被害児童に対するカウンセリング、保護者に対する助言等

を強化するとともに、児童相談所等関係機関の相談窓口との連携強化を図ります。さらに、香川

県学校・警察相互連絡制度の充実を図り、学校との連携によるきめ細かな支援に努めます。 

 

○ 臨床心理士、精神科医等のカウンセリングアドバイザーによるカウンセリングを実施するなど、

カウンセリングの充実を図ります。 

 

≪親子カウンセリングアドバイザー制度の充実≫ 

○ 臨床心理士、精神科医等によるカウンセリングアドバイザーの助言により、少年補導担当者の

技能の向上を図ります。 

 

≪被害者対策の推進≫ 

○ 犯罪を受けた少年に対しては、犯罪被害者支援部門と密接な連携を図り、被害少年の早期立ち

直り支援を実施します。 

 

○ 犯罪、いじめ、児童虐待等により被害を受けた少年の精神的ダメージを軽減し、立ち直りを支

援するため、子どもに対するカウンセリング、保護者に対する助言など、学校、警察などの関係

機関と連携したきめ細かな支援を実施します。 
 

（３）子どもの交通安全対策の推進 

○ 県民総ぐるみの「人も車も 止まる・見る・待つ さぬき路安全運動」を推進し、交通マナー

の向上を図るとともに、交通安全教育指導者や交通安全組織の育成強化、交通安全対策に関する

調査研究を推進します。 

 

○ 保育所、幼稚園、認定こども園、学校において、「交通安全教育指針」に基づく、視聴覚に訴え

る教育手法等を取り入れ、「思いやり」・「譲り合い」精神の醸成に重点をおいた参加・体験・実践

型の交通安全教育を推進し、歩行者や自転車利用者として基本的な交通ルールや交通マナーの向

１１ 子どもの安全を確保するための活動の推進 
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上に努めるとともに、関係機関・団体はもとより家庭や地域とも連携を図りながら、心身の発達

段階に応じて子どもと保護者に、道路における危険予測、危険回避の能力を高めることを目的と

した交通安全教育を推進します。 

 

○ 関係機関・団体と連携した参加・体験型交通教室の積極的な推進により、チャイルドシートの

使用効果および正しい使用方法について啓発を推進するとともに、指導者の育成を目的とした幼

児の保護者等に対する指導・助言、情報提供等の充実を図り、チャイルドシートを利用しやすい

環境づくりに努めます。また、チャイルドシートの着用を含め、シートベルトの着用徹底に向け、

関係機関・団体と連携した広報啓発に取り組みます。 

 

○ 「香川県自転車の安全利用に関する条例」に基づき、自転車乗車時の安全を確保するため、乗

車用ヘルメットの普及啓発に向けた広報啓発に取り組みます。 

 

（４）子どもの事故防止対策の推進 

○ 保育所、幼稚園、認定こども園、学校において、施設内、通園通学路の安全点検や子どもに対

する安全教育を実施するとともに、事故防止について、家庭や地域に対する普及啓発に努め、子

どもが安全な生活を送ることができる力を育成します。 

 

○ 民生委員・児童委員、主任児童委員や地域の団体等の協力のもと、地域での子どもの見守りを

行うなど、子どもの事故防止活動に努めます。 

 

○ 地域における児童健全育成関係団体の指導者などを対象に、子どもの事故防止に関する知識の

普及や救急救命法などに関する学習機会の提供に努めます。 
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（１）子どもの非行防止と社会環境の浄化 

  ○ 「風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律」や「児童買春、児童ポルノに係る行為

等の規制及び処罰並びに児童の保護等に関する法律」、「香川県青少年保護育成条例」の効果的な

運用を図るため、立入調査・指導などを推進するとともに青少年の健全育成に有害となる興行や

広告物、図書等の販売、営業等を規制し、青少年を取り巻く環境の浄化に努めます。 

 

○ 年間を通じて非行防止に関する広報啓発活動を行うほか、特に子どもが非行に走りやすい夏休

み期間を中心に「夏の青少年非行・被害防止県民運動」を展開し、青少年の非行防止に対する県

民の理解と関心を高めます。 

 

○ 非行の原因を究明し、非行の防止の実効を期すため、カウンセリングアドバイザーによる親子

カウンセリングの実施、カウンセリング結果に基づく継続指導の実施に努めます。 
 

○ 地域における非行防止活動の中核機関である少年育成センターや、学校、警察等関係機関・団

体との連携を密にして、非行防止活動および環境浄化活動の推進に努めます。 

 

○ 毎月 25日の「県下一斉の街頭補導強化日」の実施等により、警察、学校等の関係機関、少年

警察ボランティアとの協働による街頭補導活動を強化するとともに、少年警察ボランティア等へ

の支援を充実させ、地域ぐるみの非行防止・環境浄化を推進します。 

 

○ 警察本部、教育委員会、知事部局等で構成する「児童生徒健全育成等連絡協議会」や「香川県

学校・警察相互連絡制度」の活用により、学校と警察の連携を一層強化し、児童生徒の健全育成

活動を推進します。 

 

○ 各学校単位に構築されている学校、警察、保護司、民生委員・児童委員や主任児童委員等から

なるネットワークの連携により、児童生徒の健全育成を支援します。 

 

○ 中学生自らが非行防止のメッセージを発信する「かがわマナーアップリーダーズ活動」を支援

するとともに、警察本部、教育委員会、知事部局が連携し、学校等での薬物乱用防止教室や非行

防止教室の開催、暴走族その他の非行集団への加入防止および離脱促進などの児童生徒の健全育

成活動を推進します。 
 

○ 香川県交通安全県民会議「暴走族対策部会」を中心に、関係機関・団体と連携し、暴走行

為をさせない環境づくりと暴走族を許さない世論づくりの促進を図ります。 
 

○ 「香川県暴走族等の追放に関する条例」の効果的な運用を図るとともに、悪質な違反に対する

交通取締りの強化により、暴走族等のいないまちづくりを推進し、県民生活の安全と平穏の確保

および少年の健全な育成を図ります。 

 

≪インターネットにおける有害情報対策≫ 

○ 児童生徒が安心・安全にインターネットを利用できるよう、警察本部、教育委員会、知事部局

が連携し、情報モラルに関する指導や啓発活動に取り組みます。 
 

１２ 子どもを取り巻く有害環境対策の推進 
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○ 青少年がインターネットを通じて犯罪に巻き込まれないよう、インターネットの安全利用や

「香川県青少年保護育成条例」に基づくフィルタリングの設定などの啓発を行います。 

 

○ 携帯電話やインターネットによる子どもの有害情報対策に関する保護者啓発を効果的に推進

するため、県ＰＴＡ連絡協議会との緊密な連携のもと、保護者対象の学習会等への講師派遣、保

護者の自主的な啓発活動のための指導者養成および保護者の啓発活動に努めます。 

 

○ 携帯電話やインターネットによるいじめや有害情報から子どもを守るため、学校で携帯安全教

室等を実施するとともに、地域、学校および家庭における情報モラル教育を推進します。 

 

○ インターネットトラブルに関する電話相談事業の充実に努めます。 

 

○ 飲酒、喫煙の問題は、法律で禁止されている20歳未満の者のみならず、成人にとっても心身

の健康に与える影響が大きいため、その危険性に関する正しい知識の普及や情報の提供に努めま

す。また、子どもへの喫煙防止教育の充実に努めます。 

 

○ 大麻、危険ドラッグなどの薬物禍から子どもを守るため、麻薬・覚醒剤・シンナー禍対策推進

員による地域に根ざした薬物乱用防止啓発活動を強化するとともに、学校薬剤師会や警察などと

連携して薬物の危険性についての正しい知識の普及啓発に努めます。 

 

（２）地域の健全育成づくりの推進 

○ 青少年がのびのびと心豊かに育つ環境を整えるため、「青少年は、地域社会から育む」という視

点に立ち、学校、警察、少年育成センターなどの関係諸機関、地域住民、民間ボランティアなど

による地域ネットワークの形成を推進します。 

 

○ 少年警察ボランティア等の活動の活性化を図り、地域における少年の社会参加活動、居場所づ

くりの活動を支援していきます。 
 

≪児童健全育成のための指導者の養成・確保≫ 

○ 地域における子育て支援活動を推進する人材として、保健師、助産師、看護師などの資格を持

ちながら就業していない者の状況を把握し、その活用を促進します。 
 

○ 地域における子ども・若者の健全育成指導者や青少年団体指導者に対する研修を充実するなど、

指導者の養成・確保に努めます。 
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（１）未然防止のための正しい知識の普及啓発 

○ 子どもの心身の発達に悪影響を及ぼす可能性のあるネット・ゲーム依存については、市町、学

校、保護者などと協力し、社会全体で対策に取り組む必要があり、依存状態に陥ることを未然に

防ぐための正しい知識の普及啓発を図ります。 

 

○ 講演会や出前講座を開催するとともに、家庭でのルールづくりなどの啓発活動に取り組み、社

会全体でのネット・ゲーム依存に対する危機意識の向上を図ります。 

 

○ 児童生徒や保護者に対して、ネット・ゲーム依存に対する正しい知識の周知や予防対策に関す

る啓発などを図ります。 

 

○ 乳幼児期の子どもを持つ保護者に対して、スマートフォン等の適正利用を含むネット・ゲーム

依存に関する広報啓発などを行い、ネット・ゲームの適正な利用について理解と関心を高めます。 

 

（２）相談支援体制の整備 

○ ネット・ゲーム依存に関する相談に適切に対応するため、教員等を対象に、ネット・ゲーム依

存に関する正しい知識を周知し、子どもたちを支援する体制の充実を図ります。 

 

○ 精神保健福祉センターや各保健所などにおいて、相談支援を行うとともに、医療、保健、福祉

等の関係者を対象とした研修会を開催し、早期発見・早期治療のための相談体制の整備を図りま

す。 

 

（３）適切な医療提供体制の充実 

○ ネット・ゲーム依存を治療できる医療提供体制の整備を促進するとともに、適切な医療を提供

できる人材の養成を図ります。 

 

 

  

１３ ネット・ゲーム依存対策の推進 
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【数値目標】 

 

 目標項目 計画策定時 目標（令和６年度） 

15 
子育て行動計画策定企業認証マーク取

得企業数（累計） 
231 社（H30） 

117 社 

（R2～R6） 

16 
かがわ縁結び支援センターの縁結びマ

ッチングにおけるカップル数（累計） 
693 組（H29～H30） 1,730 組（R2～R6） 

17 むし歯のない３歳児の割合 80.5%（H29） 90.０% 

18 かがわこどもの駅認定施設数 474 か所（H30） 510 か所 

19 都市公園面積 1,616ha（H30） 1,628ha 

20 
「学校に行くのは楽しいと思う。」に肯

定的に回答する児童生徒の割合 

小学校５年生 80.３% 

中学校２年生 7６.５% 

（R２） 

小学校５年生 82.5% 

中学校２年生 81.1% 

21 
親子読み聞かせ教室に参加した保護者

の割合 
67.0％（H30） 75.0％ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 第４  県内市町ごとの教育・保育の量の見込みと確保方策    
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≪県内全域の需要と供給一覧≫ 

○ 県内全域の各年度における教育・保育の量の見込み（需要）、提供体制の確保の内容およびその実

施時期（供給）については、市町計画の数値に基づき、以下のとおりとします。 

 

※区分について 

・保護者が共働きであっても幼稚園の利用希望はあることから、2号認定については、「学校教育希望が強い

もの」を分けて量を見込んでいます。 

・3号認定については、0歳と1・2歳で職員配置基準や児童1人当たりの面積要件などが異なることか

ら、それぞれ分けて量を見込んでいます。 

・2 号認定のうち、「学校教育希望が強いもの」を利用調整のうえ、幼稚園で受け入れ、預かり保育をあわせ

て利用する「特定子ども・子育て支援施設等」で、量の確保を行う場合もあります。 

※量の見込み・・・・・・・・・・・1号認定（3～5歳、幼児期の教育のみ）、2号認定（3～5歳、保育の必要

あり）、3号認定（0～2歳、保育の必要あり）の必要利用定員総数（需要） 

※確保の内容・・・・・・・・・・・教育・保育施設等の利用定員総数（供給） 

※特定教育・保育施設・・・・・・・市町から「施設型給付」（公費）の対象となると確認された保育所、 

幼稚園、認定こども園 

※特定地域型保育事業・・・・・・・家庭的保育事業、小規模保育事業、居宅訪問型保育事業、事業所内 

保育事業で、いずれも2歳児までの少人数を保育する事業 

※確認を受けない幼稚園・・・・・・子ども・子育て支援新制度に移行していない私立幼稚園 

※保育機能施設・・・・・・・・・・地方自治体が財政支援等を行っている認可外保育施設 

※特定子ども・子育て支援施設等・・市町から「施設等利用給付」（公費）の対象となると確認された 

施設および事業 
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１ 高松市 

 

 

 

 

学校教育希望 左記以外 0歳 1・2歳 学校教育希望 左記以外 0歳 1・2歳

3,730 1,003 6,147 719 3,824 3,626 978 5,955 710 3,967

特定教育・保育施設 6,019 1,047 3,665 6,170 1,083 3,749

特定地域型保育事業 74 175 74 175

確認を受けない幼稚園

保育機能施設 132 91 264 132 91 264

特定子ども・子育て支援施設等

計 6,151 1,212 4,104 6,302 1,248 4,188

4 493 280 347 538 221確保状況（②－①） 4,035 4,179

①量の見込み

②

確
保

の

内
容

5,993 6,008

2,775 2,775

8,768 8,783

令和２年度 令和３年度

1号認定
2号認定 3号認定

1号認定
2号認定 3号認定

学校教育希望 左記以外 0歳 1・2歳 学校教育希望 左記以外 0歳 1・2歳

3,500 946 5,762 702 4,074 2,962 893 5,993 585 3,756

特定教育・保育施設 6,170 1,083 3,749 6,365 1,087 3,750

特定地域型保育事業 74 175 100 228

確認を受けない幼稚園

保育機能施設 132 91 264 161 78 278

特定子ども・子育て支援施設等

計 6,302 1,248 4,188 6,526 1,265 4,256

540 546 114 533 680 500

令和４年度 令和５年度

1号認定
2号認定 3号認定

1号認定
2号認定 3号認定

8,783 7,850

6,055

2,775 1,795

①量の見込み

②

確
保

の

内

容

6,008

確保状況（②－①） 4,337 3,995

学校教育希望 左記以外 0歳 1・2歳

2,694 804 5,977 588 3,849

特定教育・保育施設 6,365 1,087 3,750

特定地域型保育事業 100 228

確認を受けない幼稚園

保育機能施設 161 78 278

特定子ども・子育て支援施設等

計 6,526 1,265 4,256

549 677 407

1,795

7,850

確保状況（②－①） 4,352

令和６年度

1号認定
2号認定 3号認定

①量の見込み

②

確
保

の

内

容

6,055
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２ 丸亀市 

 

 

 

 

学校教育希望 左記以外 0歳 1・2歳 学校教育希望 左記以外 0歳 1・2歳

986 1,803 335 1,218 982 1,794 330 1,207

特定教育・保育施設 2,296 384 1,229 2,304 384 1,231

特定地域型保育事業 12 26 12 26

確認を受けない幼稚園

保育機能施設

特定子ども・子育て支援施設等

計 2,296 396 1,255 2,304 396 1,257

493 61 37 510 66 50確保状況（②－①） 759 763

①量の見込み

②

確
保

の

内
容

1,375 1,375

370 370

1,745 1,745

令和２年度 令和３年度

1号認定
2号認定 3号認定

1号認定
2号認定 3号認定

学校教育希望 左記以外 0歳 1・2歳 学校教育希望 左記以外 0歳 1・2歳

958 1,750 325 1,230 945 1,727 320 1,215

特定教育・保育施設 2,311 384 1,234 2,188 375 1,242

特定地域型保育事業 12 26 12 26

確認を受けない幼稚園

保育機能施設

特定子ども・子育て支援施設等

計 2,311 396 1,260 2,188 387 1,268

561 71 30 461 67 53

令和４年度 令和５年度

1号認定
2号認定 3号認定

1号認定
2号認定 3号認定

1,745 1,720

1,480

370 240

①量の見込み

②

確
保

の

内

容

1,375

確保状況（②－①） 787 775

学校教育希望 左記以外 0歳 1・2歳

937 1,714 313 1,196

特定教育・保育施設 2,188 375 1,242

特定地域型保育事業 12 26

確認を受けない幼稚園

保育機能施設

特定子ども・子育て支援施設等

計 2,188 387 1,268

474 74 72

240

1,720

確保状況（②－①） 783

令和６年度

1号認定
2号認定 3号認定

①量の見込み

②

確
保

の

内

容

1,480


































